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　告示書


三さえ枝ぐさデザインワークス



　上記の会社は、平成○○年三月三十一日、諸般の経営事情により残念ながら事実上倒産致しました。






「え……？」

　入社一年目の佐さ伯えき美み桜おにとって、目の前に突きつけられたこの現実は、まるでニュースの一場面でも見ているようで、すぐには受け入れられなかった。

　力の抜けた右手から離れたグレージュのバッグが、コンクリートに向かって落下した。

　中身がぎっしりと詰まったそのバッグは、ボスッとそれなりに大きな音を立てたのだが、彼女の耳には届いていないようだった。

（何これ……。どういうこと？）

　早くなる鼓動を鎮めようと、両手を胸の辺りで組んでみるが落ち着かない。肩より少し長めに切り揃えたアッシュブラウンの髪を、左手でくしゃりと握り締めた。

　休み明けの朝、いつも通りに出勤してみれば、とんでもないものを突き付けられた。

　見間違いであってくれればといいと微かな願いを込めて目を瞑り、再び目を開けてドアに貼られたその紙を確認するが、現実は何も変わらなかった。

　書かれている文章を最後まで読もうとするが、内容は全く頭に入ってこない。いや、頭が働かないと言ったほうが正しいだろうか。

　全身が痺れるような感覚……。自然と呼吸も荒く深くなる。

　頬が熱く火照り、体温も二・三度上がった気がした。想像もしていなかった現実にもはやパニック寸前だ。

　クリエイティブな仕事に憧れを抱き、都内の美術大学へと進学した。希望に満ちた青春時代を過ごし、厳しい就活も根性で乗り越えて希望するデザイン会社に入社することができた。

　早く一人前になりたくて、先輩について回っては難しい案件も率先して引き受け、たくさんの経験を積ませてもらった。いつか「これは自分がやった仕事だ」と誇れるようになりたいと、人一倍努力したつもりだった。

　そんな中、わずか一年で突きつけられた『倒産』というこの現実は、あまりに過酷なものだった。二十三歳にして失業を経験することになるとは思ってもみなかった。

「おはよう、佐伯さん。……どうした？　そんなとこで固まって」

　美桜はビクッと肩を震わせた。ゆっくり振り返り、声の主へと視線を向ける。

　少し離れたところに一人の若い男が立っていた。

　一八〇センチはゆうに超えているだろうその男は、黒髪を短く刈り上げ、ワイシャツに濃紺のジャケットと爽やかな印象だ。アーモンド形の目と引き締まった口元が男らしさを感じさせる。

　この一年、ずっと美桜の面倒を見てくれていた四つ年上の先輩社員・河かわ村むら孝たか則のりだ。

「……河村さん。あの、これ……」

　声を震わせながら、美桜はドアに貼られた告示書を指差した。

「え、何？　……………………!?　あー……やっぱりそう来たか」

　一瞬驚き、落胆した様子は見せたものの、美桜のように混乱はしていないようだった。

「やっぱりって……まさか河村さん、知ってたんですか!?」

「いや、知ってたというか……なんとなく、そんな予感はしてたって感じ？」

　孝則は腰に手を当てると、首の後ろに右手を当てた。考えを整理する時に、彼が必ずと言っていいほどとるお決まりのポーズだ。

「ここのところ、社長の顔色悪かったし、やたら電話をかけまくっては溜息ついてたからね。おかしいなあとは思ってたんだよ」

「言われてみれば、確かに……」

「だろ？　だから、なんとなくだけど嫌な予感がしてたってわけ」

　孝則の言う通り、最近の社長の様子はおかしかった。

　取り次いだ電話も銀行や弁護士からのものが多かったような気がする。社長なりになんとか立ち直ろうと奔走したものの、資金繰りに窮した……といったところだろう。

　よく観察していれば、不穏な空気や兆候に気付いて、孝則が感じていた『嫌な予感』を美桜も感じることができたかもしれない。

　けれど、そんなことにまで気を回せる余裕は美桜にはなかった。

　早く一人前になろうと慣れない仕事を必死にこなし、学校や本では教えてくれない数々のビジネスマナーに焦り……戸惑い……時には取引先の理不尽なセクハラにも耐えながら頑張ってきたのだ。

（ただでさえ、デザイン会社に入るのは難しいのに……。やっと希望の職種に就職できたと思ったら、たった一年で倒産だなんて！）

　孝則と話しているうちにショック状態が緩和されたからか、会社に対する怒りとも悲しみともつかない複雑な感情がふつふつと湧き上がってきた。

　それが頭の中でグルグルと渦うずを巻き、感情が高ぶってくる。

「どうしよう……。まだ入社して一年なのに、なんでこんなことに!?　あのっ、河村さん！　私、どうすればいいんですか!?」

　感情が高まってしまった美桜は、思わず孝則のジャケットを強く掴んですがりついてしまった。これにはさすがに孝則も驚いたのか、やや引き気味になる。

「ま、まあまあ、落ち着いて……。ここでパニクッても仕方ないよ。とりあえず、やれることをやろう。たぶん、社長の携帯に電話しても出ないと思うから、ここに書いてある弁護士に連絡して、今後のことについて話を聞かなくちゃね。はい、バッグ持って」

　孝則は美桜の足元に落ちていたバッグを拾うと、それを美桜に手渡した。

「…………」

　とりあえず受け取ったものの、自分のバッグがやたらと重く感じられた。今更ながら、よくこんな重いバッグを持ち歩いていたと思う。

「…………。気を落すなって方が無理かもしれないけど、元気出して？」

　どっぷりと落ち込んでいく美桜を見かねてか、孝則は努めて明るい口調で話し掛けた。

　けれど、相手を気遣ったつもりで明るく振る舞うことは、時に人を苛立たせることもある。

　当然、孝則もそれは十分承知していた。

　普段の美桜であれば、孝則の気遣いに気付くことができたはずだ。ミスをしても、落ち込むことは後回しにして、前向きに行動しようとする美桜の性格から考えれば、大丈夫だと思ったのだ。

　美桜も孝則の心遣いが分からないわけではなかった。

　ただ、それに応える余裕がなかったのだ。美桜は唇を軽く噛み、孝則に向き合った。

「なんでそんなに冷静なんですか？　私たちの会社、倒産しちゃったんですよ!?　もっと焦ったり怒ったりしてもいいと思うんですけど!?」

　思わず孝則を責める言葉を吐いてしまった。

　途中でそのことに気付いたものの、止めることができなかった。孝則に八つ当たりをしたところで、事態は何も変わりはしないのに……。

　狼狽えるばかりの自分に比べ、冷静な河村に苛立ちを覚えずにはいられなかったのも事実だ。これも一種の八つ当たりと言ってもいいかもしれない。

　そんな美桜の心情をすぐに察したのか、孝則は怒るどころかサラッと流してしまった。

「なんでって……。んー……そうだなあ。実は俺が前に勤めていたデザイン会社も倒産しちゃってね。知り合いにもそんな目にあった人、結構いるし……。なんていうか、時代の流れなのかなあ。まあ、そんなわけで、慣れ？　みたいな」

「………倒……………え？」

　孝則の言葉に、美桜は面喰った。

　会社員にとっては一大事な出来事を『慣れ』と言ってしまえる人間は、そうそういないだろう。ガックリ、もしくはうんざりすることはあっても、「ああ、よくあるよね」と言ってしまえる人間はかなりのメンタル強者だろう。

「正直、俺だってこんなの慣れたくないけどさ。起きてしまったものは仕方がないと割り切って、すぐに行動を起こす方が傷は小さくて済むんだよね」

　孝則は眉間に少しだけ皺を寄せ、困ったような笑顔を浮かべる。

「ってわけで、早速行動っと！」

　そう言いながらジャケットのポケットからスマホを取り出すと、告示書に書かれた弁護士事務所の番号へと電話をかけ始めた。

（すごいなあ……。先輩ってやっぱり大人なんだなあ……）

　美桜は急に自分が恥ずかしくなった。

　けれど、孝則の様にすぐに割り切れるほどの経験を積んでいるわけでない。多くの経験を積んでいるからこそテキパキと対応できるのかもしれない。それが『先輩』というものなのだろうと先輩の偉大さをしみじみと感じてしまった。

　弁護士と会話をしている孝則の顔をチラリと見た後、美桜はドアに貼られた告示書を見て溜息をついた。

　たった一年とはいえ、この会社で働く日々はとても楽しかった。辛いことがあっても、何もかもが刺激的で、いつか自分も先輩たちのように自信を持って働けるようになるんだと思っていた。

（世知辛いご時世とはいえ、こんな経験する人なんて滅多にいないんじゃないかな……。河村さんがいてくれて本当によかった。もし、一人だったら……）

　きっと不安にかられて、親や友人に電話しまくっていたかもしれない。

　だが、慌てふためきながら電話をする自分を想像して、ハッと我に返った。

（いくら社会人になったばかりだからって、先輩や周りに甘えてばかりいたら駄目だ……。会社がなくなっちゃった以上、これまでみたいに河村さんにフォローしてもらえるわけじゃないんだから、しっかりしないと！）

　美桜は顔を上げると、唇をぎゅっと強く噛み締める。

　モヤモヤとした不安と甘えた考えを拭き飛ばそうと頭を横に振った。

「はい……はい……それじゃあまた……。失礼します」

　弁護士との話を終えた孝則は、美桜の方に向き直った。

「あのね、佐伯さ……」

「すみませんでした――――！」

「えっ!?」

　美桜は謝罪の気持ちを込めて、孝則に向かって思いっきり深く頭を下げた。突然謝られた孝則は、豆鉄砲を食らった鳩のような顔をしていた。

「何？　急にどうしたの？」

「私、河村さんに甘えてました！　八つ当たりしてすみません！」

　一瞬なんのことだか分からないような顔をした孝則だったが、アーモンド形の目を細めて、破願した。

「平気、平気。俺、全然気にしてないから、佐伯さんも気にしなくていいよ。ほら、頭を上げて」

「っ……ホントにすみません！」

　気にしなくていいと言われても、恥ずかしい気持ちは簡単に抑えられるものではない。孝則は会社の先輩であって、父親でも兄でもない。自分の感情を無遠慮にぶつけていい相手ではないのだ。

（おじいちゃんがよく言ってたことなのに……）

　三年前に亡くなった祖父は腕のいい鞄職人だった。

　子供の頃は祖父が仕事をしているのを傍で見ているのが好きだった。美桜がクリエイティブな仕事に就きたいと考えるようになったのは、この祖父の存在があったからだ。

　型紙に合わせて革を切り、菱目打ちで穴を開けると手際よく縫っていく姿はまさに職人といった感じで、すごくかっこいいと思ったのだ。

　その祖父が、仕事とはなんたるか、人との関わり方についてよく話してくれた。話を聞きながら、自分も祖父のような仕事人になりたいと思っていたのを思い出す。

　一方、孝則の方はさすが年上の余裕というべきか……。自身も大変な境遇に陥っているにも関わらず、美桜を元気付けようとしてくれたのだ。

「入社一年で倒産だなんて、新社会人にとっては刺激が強すぎるから。混乱したり、八つ当たりしても仕方がないさ」

「いえ、でも……」

「ははっ、マジで気にしなくていいって。そもそも俺、八つ当たりされた自覚ないから」

「河村さん……」

「まあ、会社の先輩ではなくなっちゃったけどさ。社会人の先輩としてちゃんとフォローしてやるからお互い再就職頑張ろう！」

「……はい！」

　孝則の笑顔につられるように、美桜は元気を取り戻した。

















第一章　気難しい推理小説家












「とは言ったものの……はあ――――……」

　駅前にあるカフェのカウンター席で、美桜は盛大に溜息をついた。

（これで十社目……。そりゃあそう簡単に再就職先なんて見つからないとは思ってたけど、就活一年のブランクは大きいなあ。新卒じゃないとこんなにキツイなんて知らなかったよ）

　孝則に励まされ、新しい就職先を探そうと決意してから早四カ月――――。

　あの頃に咲いていた桜はすでに散り、どの木も青々と葉が茂っている。道行くサラリーマンたちの服装は皆、クールビズに切り替わっていた。

　強い日差しに体力を削られながら、この日も転職活動で歩き回っていた美桜は焦り始めていた。一般的に三カ月から半年間と言われているのに、なかなか再就職先が決まらない。

　スマホの画面に表示されたもう何通目か分からなくなった不採用通知を眺めながら、ストローに口を付ける。軽く吸い上げると、エスプレッソコーヒーの苦味と一緒にチョコレートシロップとスキムミルクの甘味が口いっぱいに広がる。

　七月の下旬ともなれば、最高気温は三十℃を超えることもある。美桜にとっては、冷房の効いた店内で過ごすひと時はまさに癒しの時間だった。疲れた時には、このカフェでアイスカフェモカで喉を潤し、英気を養っていた。

　スマホに送られてくる不採用通知を目にするのはもう慣れっこだ。就職率の高い医療・福祉系の学部を選んでいたなら、きっとこんなに苦労することはなかったかもしれない。

　だが、美桜が通っていたのは美術大学のデザイン情報学科だ。デザイン関係の職に就きたくても、広告制作プロダクションやＷｅｂデザイン事務所など就職先は限られている。

　もちろん、クリエイティブな職種に拘らなければ可能性はもっと広がるのだろうが……。

　美桜が勤めていた会社も広告企画や制作をする会社だったが、景気によって左右される広告業界での生き残りは非常に厳しいらしく、受注競争に負けて倒産に至ってしまった。

　いくらデザインの仕事がしたいと思っても、求人がなければそれは叶わないのだ。

　できれば次もデザイン関連の仕事に就きたいと思っていたが、この状況ではそうも言っていられない。他業種の事務などにも応募しているが、いくら二十代前半だとしても中途採用となるとなかなか厳しい。

（営業ならいっぱいあるんだけどなあ……）

　ガラスの向こうに広がる外の景色に目を向けると、青信号になって走り出した車が激しく行き交っている。平日の駅前通りを行き交う車の中には、社名が入った車も何台か混じっていた。

（もし、営業をやるなら車の免許を持ってた方が有利なんだろうけど……あ――――！　でも、やっぱりクリエイティブな仕事に就きたいよ――――！）

　ピコンッ

　テーブルに置いていたスマホから通知音が聞こえた。ＬＩＮＫと呼ばれるコミュニケーションアプリにメッセージがあった時に鳴る通知音だった。

（あ、河村さんからだ……）

　スマホを手に取り、何度かタップして孝則からのメッセージを読む。

『調子はどう？　何かあったら電話して』

「ふふっ……」

　送られてきた可愛いクマのスタンプに思わず顔がほころぶ。

（男の人が可愛いスタンプを送ってくるのはちょっと反則だよね。可愛いけど）

　あざとい使い方をする男には全く興味はないが、孝則のような男が下心無しに使うとなると話は別だ。先輩に対して失礼かなと思いつつ、素直に可愛いと思えてしまう。

（『ありがとうございます！　まだまだ奮闘中ですが、頑張ります！』……っと）

　ピコンッ　ピコンッ

（はやっ！）

　メッセージを送信してわずか十秒で返事が帰ってきた。

『頑張って！』

　というメッセージに続いて送られてきたのは、チアリーダー風の猫スタンプだった。

（クスッ……もう……）

　会社倒産などという人生における重大ハプニングが起きたものの、孝則のおかげで面倒な諸手続きをクリアして、こうして再就職先を探すことができている。

　普通なら連絡を取らなくなるのだろうが、今でも時々連絡をくれる。人としても尊敬できる、頼りになる先輩だ。

　ちなみに、孝則の方はすぐに別のデザイン会社に再就職が決まってすでに通常モードだ。

（河村さんみたいな人は、たぶんどこに行っても上手くやっていけるんだろうなあ）

　アプリを終了して、スマホをテーブルの上に置いた瞬間……。

　ブ――――ッ　ブ――――ッ

　……と、何とも言い難い音と共に激しく震え出した。サイレントモードにしていたため、着信音は鳴らずにバイブレーションだけが機能したのだ。

　このバイブレーション機能は、置いている場所によっては着信音以上にインパクトのある音を出すことがある。おかげで、優雅な音楽が流れていた店内で美桜は悪目立ちしてしまった。画面を見ると、高校時代から付き合いのある親友の名前が表示されていた。

　周囲から注がれる視線を感じて慌ててスマホを手に取り、『応答』をタップした。

「はい……」

『なあに？　暗い声出しちゃって。せっかく激励しようと思って電話してあげたのにさ。それでどうなのよ、転職活動。上手く行ってる？　……って、その調子だとそうでもなさそうね～』

　意思の強そうなハキハキとした口調、相手の痛いところをあえて狙ってくるというドＳ気質……。それが高こう坂さか和かず美みという親友の長所でもあり短所でもあった。美桜は口元を手で覆い、できる限り声を抑えた。

「今はお店の中にいるから大きな声出せないの。……まあ、和美の言う通り、残念ながら連戦連敗中で凹んでるのは確かだけど……」

『ははっ、だと思った！』

　あっけらかんと笑い飛ばす和美には、美桜を気遣うそぶりなど微塵も感じられなかった。

　しかし、腫物に触るように気遣われ過ぎても対応に困るので、逆にそれが小気味よかったりもする。一人でしょんぼりとしているよりも、親友と騒ぎ合っていた方が早く立ち直れる気がした。

「ったく、他人事だと思って……。大学にいた頃の就活と違ってホント厳しいんだから」

『だろうねぇ。ま、そんなことだと思って、ちょっといい話持ってきたんだけど……聞きたくない？』

　明らかに美桜の反応を楽しみにしているような言い方だ。まるで小学生の男の子のようにワクワクとしている姿が想像できる。

　和美のそういうところは高校の時から変わらない。二年で同じクラスになり、気が合った二人は、共に生徒会選挙に立候補してまさかの当選。美桜が書記で、和美が会計を務めた。

　高校時代はもっとも多くの時間を共に過ごし、和美の歯に衣着せぬ物言いのおかげで遠慮なく互いの意見を言い合い、親友と言える間柄にまでなった。

　進学先は別になってしまったが、大学卒業後、大手出版社「ＭＩＫＵＭＯ」に就職した和美は、新人編集として日々忙しそうに走り回っているようだった。

　バイタリティー溢れる彼女にとっては、その忙しささえも楽しんでいるようで、そんな彼女の姿は、今の美桜にはとても眩しかった。

　妬む気持ちはなかったが、かつての自分と重ね合わせて少し羨ましく思うことはあった。

　そんな和美が仕事を紹介してくれようというのだ。

「何よ、もったいぶって。まさか仕事を紹介してくれるとか？」

　美桜と同様、入社して一年目の和美にそんなことができるとは思えない。そんな気持ちから、冗談めかして笑ってみせた。

『ふふん。そのまさかだとしたら、どうする？』

「…………。えっ!?　嘘でしょ？　そんなこと……」

『あるわけないと思ったでしょ？　残念ながらあるんだなあ。しかも、ある意味クリエイティブなお仕事なんだけど……どうする？』

「クリエイティブ……。ねえ、それってホントにホントの話!?」

『ホントにホント。マジな話。受ける受けないは別としてさ、とりあえず、話だけでも聞いてみない？』

「っ……もちろん！　聞きたい！　聞かせて！」

　願ってもない話に、店内にいることも忘れて思わず大きな声を出してしまった。しんと静まり返った空気を感じて、「すみませんと」と頭を下げた。

『オッケー！　じゃあ、これから言う場所に来てくれる？　そこで合流してから詳しいこと話すよ』

「わかった」

　電話を切ると、カップに残っていたカフェモカをぐいっと飲み干し、荷物を抱えて立ち上がった。空になったプラスチック製のコップをゴミ箱に捨てると、足早に店を後にした。
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　帰宅後、すぐに夕食を済ませた美桜は、自室のベッドに仰向けに寝ころびながらスマホを弄っていた。

　画面には、ある小説家の来歴や人物について書かれたサイトが表示されていた。

「犬飼藤一郎、東京都出身、東京都在住。新進気鋭の推理小説家で現在二十八歳。中高一貫校から賢心大学文学部に進学。在籍中に土万ひじま出版の新人賞を受賞し、デビュー。『悪鬼シリーズ』は新人ながら異例の発行部数、そして雑誌に掲載された整った容姿に注目が集まり、サイン会では女性ファンが殺到。ところが本人は気難しく不愛想なため、容姿とセットで売り出したい土万出版の意向を拒否。話し合いの場を何度か設けるも折り合いがつかず、○○年に刊行された『悪鬼～牙城～』が、事実上悪鬼シリーズの最終作となった。翌年、ＭＩＫＵＭＯから『血染めの雪花』を刊行。これが犬飼の新たなヒット作『橋爪雪定シリーズ』の第一作目である……か」

　美桜は寝返りを打つと、今度は横向きになってスマホを弄り続けた。

　あの後、和美と合流して巷で話題になっていたパンケーキを頬張りながら、和美の話を聞いた。彼女から紹介された仕事は、この犬飼藤一郎のマネージャーだった。

　和美の上司がこの犬飼藤一郎の担当を務めているのだが、ＭＩＫＵＭＯ以外の出版社からも依頼を多数受けており、藤一郎のスケジュールを管理する者がいないためにＭＩＫＵＭＯの仕事にも支障が出ているらしい。

　そこで、本人とも協議した結果、ＭＩＫＵＭＯの方で何人かマネージャー候補を探し、犬飼に選んでもらうということになったらしい。

「マネージャーか……。小説家のマネージャーって何やるんだろう？　電話対応とかスケジュールの管理？　あとは……うーん、全然想像つかないんだけど～。秘書検定二級しか持ってないけど大丈夫かな？」

　和美の話によれば、一週間後に犬飼藤一郎の家に一緒に行き、本人と面接。雇い主となる藤一郎のお眼鏡にかなえば採用になるらしい。

「五歳年上で、気難しくて不愛想な作家先生か……。ん――――……ちょーっとハードル高いかも……」

　美桜は近くにあった犬のぬいぐるみを引き寄せ、顔をうずめる。

（気難しいってどれくらい気難しいのかな？　作家先生って怖そうだよね……。結構怒鳴られたりしちゃうのかなあ……）

「っ……ぶはっ！　はあ、はあ……ああ～苦しかった」

　ぬいぐるみに顔を押し付けて考え事をするのは子供の頃からの癖だ。この癖には難点があり、鼻や口が圧迫される分、呼吸が苦しくなってしまう。

（ああ、もういいや！　うだうだ考えててもしょうがない！）

　今回の話を断って、新たな就職先が無事見つかる保証などないのだ。

　たとえ未知の世界であっても、思い切って飛び込んで道が拓ける話など世の中には数えきれないほど存在するのだから……。

「せっかくのチャンス、気に入ってもらえるように頑張らなきゃね！　面接の日までにこの人の情報をできるだけたくさん調べて、著書も全部読破して、絶対採用を勝ち取ってやるんだから！」

　勢いよくベッドから起き上がると、クローゼットから取り出したパジャマと下着を持って浴室に向かった。

　手早くルームウエアを脱いで籠に入れると、浴室に入ってドアを閉めた。

　シャワーの蛇口を捻ると、夏とはいえ少し冷たい水が出てきたものの、給湯器が冷え切る冬とは違ってすぐに熱いお湯へと変わる。

　顔を洗顔料で洗い、お気に入りのシャンプーで髪を洗ったあとはコンディショナーをゆっくりと髪に浸透させる。

（やっぱりお風呂って気持ちいいなあ……。ホントはお湯溜めたかったけど、この時期って暑いんだよねぇ）

　一分半ほど経ってから、髪にシャワーを当てて余分なコンディショナーを洗い流して髪を絞る。ボディーソープをタオルで十分に泡立ててから、丹念に体を洗い始める。

　そして、またシャワーで体中に付いた泡を洗い流していく。今日のシャワータイムは格別だった。体のパーツを一つ一つ丹念に洗い流していくことで、これまで心の隅に溜まっていた鬱屈とした気持ちまでも洗い流されていく気がした。

　風呂から上がってタオルで体を拭き、パジャマを着てから入念にタオルドライした髪をドライヤーで乾かし始める。見えてきた希望の光に心が弾むようだった。ドライヤーで髪を乾かしながら、自然と鼻歌を歌ってしまう。

　やがて髪も完全に乾き切り、手串ですくとサラサラと手触りのよい仕上がりになった。

　時計を見るともうすぐ日付が変わろうとしている。

　美桜はそのまま歯を磨き、寝る準備を整えた。

　キッチンに行って、冷蔵庫から冷水筒を取り出して冷たい水をコップに注ぐと、ゴクゴクと喉を鳴らしながら一気に飲み干す。気温が高いせいもあるだろうが、今日はやたらと喉が渇いていた。体の隅々にまで水分がいきわたるような充足感に、ゆっくり息を吐き出す。

（はあ……。これでやっと就活から解放されるかもしれないんだよね。和美に感謝しなくちゃ）

　コップを置き、キッチンの近くにある玄関の鍵が閉まっているかを確認してから部屋に戻った。

　シャワーで体が温められたせいか、それとも緊張の糸が切れたせいなのか……。急激に眠気が襲ってきた。時計の針は夜の十二時過を指している。

「十二時か……。今日はもう寝ようかな。久々に安心して眠れる気がする」

　ベッドの横にあるサイドテーブルに、『あるもの』がちゃんと置いてあることを確認してから、ベッドの上に体を横たえた。

　七月に入ってから夏掛け布団さえ暑く感じられ、最近はタオルケットだけを体に掛けるようになっていた。

　アパートの壁は熱を吸収しやすく、昼間に温められた熱が籠っているため、寝る前にエアコンを作動させ、少し長めの三時間ほどで電源が切れるようにタイマーをセットする。

　すべての準備が完了したところで、サイドテーブルに置いてあるリモコンを操作して、照明の明かりを消した。

　暗くなった部屋で天井を見上げていると、すぐにあくびが出た。

「ふあ……ふあ～～～～～あ……」

　徐々に眠気が強まり、目がしょぼしょぼとしてくる。それに抗うことなくゆっくりと瞼を閉じる。吸い込まれるようにゆっくりと意識が薄れていき、深い眠りに落ちるまで大して時間は掛からなかった。

　コチコチコチコチ……。

　時刻は午前二時三十分――――……。

　眠っている美桜は静かに呼吸を繰り返し、身動き一つしない。壁掛け時計の秒針が動く音だけが微かに響いている。一人暮らしの美桜の部屋で動くものと言えば、エアコンなどの電化製品だけ……のはずだった。

　それまで冷たい空気を送り出していたエアコンが突然止まり、規則正しく時を刻んでいた壁掛け時計の秒針も止まっていた。

　やがて窓の近くに取り付けられたカーテンが、窓も開いていないのにゆらゆらと独りでに揺れ始める。

「ん…………うん…………」

　エアコンが止まり、室内の温度が急激に上がり始めた。寝苦しそうに寝返りを打とうとするが、なぜか体が動かない。違和感を感じた美桜はゆっくりと目を開けた。

　まだ意識はぼんやりとしていて、それ以上動く気にはならなかった。

　ごそっ……。

「…………？」

　足の上に何かが乗っているような重みを感じた。

（ん…………何……？）

　体を起こして確認しようするが、やはり体が動かない。

　ここで美桜は、ようやく自分の身に起こっている異常に気が付いた。

（何これ……体が、動かない……！）

　なんとか視線だけ足元に向けると、そこにはいるはずのない……いや、いてはならない者がいた。

　それは、だらしなく伸ばした金髪にボロボロの服を着た二十代くらいの男だった。

「……!?」

　美桜と視線が合ったことに気が付いたその男はニタァと不気味な笑いを浮かべた。

　そして、ふわふわと浮きながら、美桜と向き合う位置にまで近付いてきた。

　その男の体は半分透けていて、明らかにこの世の者ではない……。一般的に、幽霊と呼ばれている存在だった。

　死亡時に事故にでもあったのか、体のあちこちから血が滲にじんでいる。場所によっては骨のようなものが見えるほど悲惨な状態だ。

　なのに、男は痛みを気にしていない様子で、美桜を見てニヤニヤと笑っていた。

「っ……！」

　男が突然美桜の胸に手を乗せてきた。パジャマの上からでも感じる嫌悪感はすさまじかった。美桜は思わず喉を引きつらせた。

　男は一瞬驚いたような顔をしたが、すぐにケラケラと笑いながら両手で弄ぶように美桜の胸を揉みしだき始めた。

　体に触れられることが楽しくて仕方がないといった様子で、男は益々乱暴に手を動かした。

「やっ……めて！　痛い！　……や…………嫌っ……！」

　なんとか体を動かそうと試みるが、わずかに動く程度で腕や足は思うように動かせない。これが金縛りと言っていいのか分からなかったが、由々しき事態であるのは確かだ。

『へへへ……。まさか、触れるヤツがいるなんてなあ……。オレはラッキーだぜ！　どうだ？　気持ちいいか……？　いいに決まってるよなあ～？』

　男は美桜が嫌がっているのを分かっていて面白がっている。

「……き…………るい……」

『……あ？　聞こえねー。もっとでかい声で言えよ』

「っ……気持ち、悪いって……言ってんのよ！　私に触らないで！」

『………!?　んだと、このアマ！』

　怒りで顔を歪めた男は美桜のパジャマの襟を掴むと、左右に勢いよく引き開いた。

「きゃっ！」

　バツッと何かが弾け飛んだような音がした。おそらく、勢いよく引っ張られたせいでボタンの糸が切れて弾け飛んだのだろう。

「やだ！　やめてよ！」

『ハッ、誰がやめるかよ！　もっと泣きわめいてくれても構わないんだぜ？』

　男は両腕を掴むと、美桜の頭の上へと持ち上げて右手でひとまとめにして押さえ込んだ。

　焦りと恐怖の表情を浮かべる美桜の顔を見ながら男は舌なめずりをする。

　そして、空いている左手で露わになったその白い胸をわし掴みにした。
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「い……っ！」

　強い力で掴まれ、あまりの痛みに声を上げてしまう。それで男の加虐心がくすぐられたのか、再び乱暴に揉みしだき始める。布越しに触られていた時とは違って、男の冷たい手の感触を感じてゾッとした。

「触んないでって……言ってる……でしょ！　このっ……！」

　小動物をいたぶるような快楽に溺れている男の耳に、美桜の言葉など届くはずがない。

　男は美桜の胸に顔をうずめると、柔らかな胸の先端を何度も強く吸い上げた。

「ひっ！」

　左側の乳房を掴み上げ、乳首の周りをぐるりと円を描くように舌を這わせる。もう片方の胸を乱暴に揉みながら、左側の乳首をねぶるように舌でこねたり吸ったりを繰り返す。

（嫌なのに……なんで……）

　強引に与えられるその刺激に、勝手に体が反応してしまう。徐々に先が引きつるように痛み、硬く尖ってきているのを感じた。悔しさに目の端に涙が滲みに始める。

『おい、見てみろよ……。嫌だ嫌だとか言いながら、ここはしっかり尖ってんじゃねーか……。素直になれよ。ホントはいいんだろう？』

「違……う……！　勝手なこと言わないで！」

『へへ……。そーゆーの、嫌いじゃねーぜ？　おら、もっと触ってくださいって言ってみろ。上手にお願いできたら、天国にイかせてやるぜ？　ああ、それともオレと一緒にあの世に逝っちゃうか!?』

　男は胸を揉み続けながら、耳や首筋に舌を這わせたり、舐め回したりしてきた。

　ベチャベチャと汚らしい音が聞こえてくる。

（っ……気持ち悪い……。早く、なんとかしなくちゃ……）

　体を動かそうと何度も力を込めてみるが、やはり動かない。

　胸を弄もてあそんでいた男が次に狙いを定めたのは、美桜の下半身だった。足元へと移動すると、パジャマのズボンを引き下ろしにかかる。

「……!?　やめて！　それ以上触らないで！」

『いいねぇ、その顔……。あたしビビってますって感じでさあ。クックックッ……。オレ、やめろって言われるともっと泣かせたくなっちまう性た質ちなんだよねぇ。非力なくせに抵抗されちゃうと逆に興奮すんだよ……っと！』

「っ!?」

　半端に下ろしたズボンを掴み、一気に足を抜くと、両膝を掴んで脚を左右に大きく開かせる。

「やっ！　もう……やめ、て！」

『やめねーよ、バーカ。ずっとこの姿でいるとよお、すっげーストレス溜まんの。分かる？　女とヤリたくても誰にも触れやしねぇ。それどこか、鬼無視だぜ？　鬼無視。なあ、マジあり得ねーだろ？』

「そんなの……知らない……。私は関係ない！」

『関係なくはねーぜ？　お前だって生きてる人間の女だ。だったら同罪だ。恨むなら、お前の運の悪さ……いや、オレたちが見えちまう自分を恨めよ。やっと見つけたんだ。触れる女をよ……。ここでヤラなくていつヤルんだっての。な？　だから、いい加減諦めろよ。すっげー良くしてやっからさあ？』

　美桜の内脚の付け根に指を這わせ、徐々に触る位置を下げてくる。しばらくは下着のラインに合わせて撫でていたが、その指を花唇へと伸ばしていく。

「っ!!」

　男の指がそこに触れた途端、ゾクゾクとした悪寒が波のように何度も美桜を襲う。嫌悪感から吐き気さえもよおしてくる。

　乳房を触られた時は、生理的な変化だった。気持ちとは関係なく、勝手に変化してしまう。

　だが、今男が触れているのは、誰にも触らせたことのない場所だ。その不快感は、乳房を触られた時の比ではなかった。

　男は布越しに花弁を強く擦り、刺激を与えて蜜を溢れさせようとするが、そこは一向に濡れなかった。

『チッ！』

　焦れた男は下着の中に手を突っ込み、直接花唇を擦り始めた。それでも、そこから蜜が溢れ出すことはなかった。濡れもせずに擦られ、美桜は痛みを覚えた。

「痛っ……やめ……て……お願い……」

『……おい、なんで濡れねぇんだよ。なんで濡れねぇんだよ！　さっきは気持ちよさそうにしてたじゃねぇか』

「して……ない……」

「クソッ！」

　苛立った男は、さらに指で激しく擦り、強引に花唇を押し開こうとする。まさぐられればまさぐられるほど、濡れるどころか恐怖と嫌悪が美桜の中で膨れ上がっていく。

（もう嫌だ……誰か助けて……）

　一向に濡れる気配のないそこに苛立ちを覚えた男は、下着を引き裂かんばかりの勢いで引き下ろした。

「!?」

　男の目の前に淡い恥毛と濡れる気配のない花唇が露わにされる。

『ったく、世話の焼けるお嬢ちゃんだぜ。ビビリ過ぎて濡れねぇってか……。だがまあ、挿いれちまえばそのうち濡れんだろう』

「…………っ！」

（冗談じゃないわよ……。いつか巡り合う運命の人のために、大事にしてきたのに！）

　沸々と怒りが沸き上がって来るのを感じた。溜まりに溜まった男の蛮行への怒りが爆発寸前だった。

「……加減……て……」

『あ……？』

「いい加減にしてって言ってんのよ！」

　これまで好き勝手されてきたことに対する怒りが一気に吹き上がった。

　すると、怒りの気持ちが男の力より勝ったのかは分からないが、先程まで動かなった体が動くようになっていた。

『チッ……。往生際が悪い上に生意気な女だぜ。まあ、その方がおもしれぇけどなあ』

　美桜が動けるようになったことに驚きもせず、逃れようと暴れ始めた美桜を強い力で押さえつけてきた。

　それでも美桜は諦めない。脚をバタつかせながら抵抗し続けた。

「嫌だってば！　離してよ！　このっ！　……っ！　……もう、やっ！」

　ただでさえ、女が男と力で勝負するのは難しい。

　その上、美桜の上に跨っているこの男は肉体を持たない『幽霊』だ。人ならざる者に抵抗するのは、普通の人間にとって至難の業だった。

　男は暴れる美桜を大人しくさせようと全体重を乗せて押さえつけくる。再び美桜の下半身へと体をずらして両脚を掴んで押し開く。

「……!?」

　脚を取られては起き上がることもままならない。けれど、抵抗をやめればこの不埒で下品な男に犯されてしまう。

（諦めたらそこで終わり……！　絶対……絶対諦めない！）

　美桜は渾身の力を振り絞って上半身を動かし続けた。少しずつ体をずらしては、サイドテーブルの方へと体を動かしていく。

『おいおい、いい加減諦めろよ。気持ち良くしてやるって言ってんだろ？』

「誰があんたなんかに……！　……っ……っ！」

　サイドテーブルに手を伸ばすと、一枚の和紙に指が触れた。それこそ美桜が求めていたものだった。

　しかし、和紙の上を指が滑るばかりでなかなか撮ることができない。取れそうで取れないのがもどかしい。

（あと少し……！　もうちょっとで取れそうなのに……）

　何度も何度も指を滑らせているうちに、ついにその紙を指で挟むことができた。

（よし、いける！）

「こ……のっ！」

『あ……？』

　美桜は掴んだ和紙を男の顔に向かって叩きつけた。和紙からボッと炎が燃え上がり、男の顔を焼いた。

『うわああああああああああ――――！』

　男は顔を両手で覆うと、声を上げてもがき苦しんだ。美桜が男の顔に叩きつけたのは、知り合いの住職に作ってもらった御札だった。

　男の顔からは煙が上がり、焼け焦げた不快な臭いが部屋中に立ち込めた。顔を焼かれた男は、痛みに耐えながら両手で顔を覆い、節くれだった指の間から美桜を憎々し気な目で睨みつけていたが、御札に力を奪われたのか、徐々に男の体が透けて最後には跡形もなく消えてしまった。

「はっ……はっ……はっ……っ！」

　美桜は苦しげに荒い呼吸を繰り返した。まるで、長い間息を止めて海中に潜っていたような息苦しさだった。全身から汗が噴き出し、肌を伝っていく感触が気持ち悪かった。

　ガコンッ　ブオォォ……

　止まっていたエアコンが動き出し、壁掛け時計の秒針もコチコチと音を立てながら時を刻み出した。

「はあ……はあ……はあ……はあ……」

　エアコンの冷たい空気が肺に吸い込まれ、少しずつ呼吸も整ってくる。

（…………。なんとか助かったみたい……）

　悪戦苦闘の末、とりあえず最悪の事態だけは避けられた。暗い部屋の中でエアコンと時計の音を聞いているとじわっと涙が溢れてくる。目からボロボロと涙が零れ出して止まらない。突然現れた男の幽霊に理不尽に押さえつけられ、貞操を奪われそうになったことが悔しくて堪らなかった。

　実は美桜にとって、このような目に合ったのは初めてではない。

　二年前、美桜が大学前の交差点を歩いていた時に一台のバイクが赤信号を無視して突っ込んで来たことがあった。運悪く体の一部がバイクと接触してしまい、引きずられるようにして転倒したことがあった。

　転んだ拍子に頭部を強打してしまい、その場で気を失ってしまった。次に目を覚ました時には、病院のベッドの横で心配そうに見守る家族の顔があった。

　幸い、怪我は頭蓋骨の外での皮下出血……いわゆるこぶができたくらいで、あとは体のあちこちに打撲と擦り傷ができた程度で済んだ。

　……が、しばらくして自分の身に普通では考えられない問題が起きていることに気が付いた。

　部屋の片隅や道端などで、長い髪を垂らした水浸しの女性や血だらけで道を這いずる男性の姿を目撃するようになってしまったのだ。

　夏になると「衝撃！　○○は見た！　恐怖の心霊映像」といった類のテレビ番組がやっているのを見ることがあるが、それまで幽霊を見たことがない美桜にとっては、そういった番組はすべて作られたものであり、エンターテインメントの一つと思っていた。

　子供や動物には『見えないものが見えている』という説もよく耳にするが、画像編集ソフトで制止画や動画を簡単に加工できる世の中だ。それらを見ても本物であるとは思えず、信じられなかった。

　そんな自分が事故の後遺症により、いるはずのない『幽霊』が見えるようになるとは夢にも思わなかった。その上、性質たちの悪いことにただ見えるだけでなく、幽霊からも認識されてしまうと互いに触れることができるようになってしまう者がいるのだ。

　つまり、幽霊でありながら生きている人間と同じように、美桜に対して危害を加えられるのである。それに気付くのはもう少し後になるが、幽霊を初めて目撃した時には悲鳴じみた声を上げてしまい、友人たちに驚かれた。理由を話しても友人たちは首を傾げるばかりで、分かってはくれなかった。

　どうやら、それが見えているのは自分だけなのだと理解できるようになるまでそう時間は掛からなかった。

　生物学的に考えれば、魂……のちに幽霊と呼ばれるものは存在しない。肉体が死に、脳が機能しなくなった時点で人の意識は消えるはずである。道端で出会う肉体を持たない人々は、皆一様に半透明で誰からも認識されていないようなのだ。

　頭に受けた衝撃が原因で自分がおかしくなったのか……。それとも、周りがおかしいのか……。半透明な彼らの動きを見れば現実を直視するのは簡単だった。

　目が合うと、一斉にこちらへと向かってくる。体にまとわりつかれると、体が異常に重くなって体調不良に陥る。こうなると幻覚などではなく、外部からの影響だと考えるのが妥当だろう。

　そういった類に対する恐怖を克服できずにしばらくの間、外出できない日々が続いた。

　とはいえ、いつまでも大学を休んでいるわけにもいかない。ゼミの研究で知り合った寺の住職に電話をして状況を説明したところ、すぐ寺に来るように言われたのである。

　電車を乗り継ぎ、山間にある瑞ずい覚かく寺じという寺に向かった。寺の門を潜り抜けると、一気に体が軽くなり、清浄な空気に満たされていると感じた。美桜はすがるような想いで住職に詳細を話した。

「そうか、そうか……。それは災難だったねぇ。一人でよぉ頑張った」

　住職のこの言葉に、美桜は堰を切ったように泣き出した。誰にも理解されなかった苦しさと寂しさ、そして幽霊が見えるようになってしまったことへの恐怖が一気に溢れ出した。美桜は、自分の言葉に黙って耳を傾けてくれた住職に心から感謝した。

　住職の提案で、これ以上幽霊にまとわりつかれないよう御札を作ってくれることになったのだが、見えることに関してはどうしようもないらしく、徐々に慣れていくしかないとのことだった。

　まずは罪障を払うために、住職は護摩壇に火を点じ、火中に供物をいくつか投じてから護摩木を投じた。この儀式によって不動明王と一体化し、力を得るらしい。おかげで、さらに体が軽くなったような気がした。

　住職はその場で二十五センチほどの和紙に墨で文字を書き込み、五枚の御札を完成させた。

「また何かあったらいつでも来なさい」

　と、送り出してくれた住職に深々と頭を下げて寺を後にした。

　不動明王の力を借りて作られた御札は実に心強かった。御札をバッグの中に忍ばせておけば、大抵の幽霊は傍に寄ってこなくなった。

　ただ、夜になると男の幽霊に部屋に侵入されてはセクハラされるということが度々起きるため、御札をベッドの横にあるサイドテーブルの上に置いておかなければならかった。

　男の幽霊が現れるのは鬼門と言われる午前二時半が多く、美桜にとって夜はこの世の者ではなくなった強姦魔との戦いでもあった。

「いつまで続くんだろう、こんなこと……」

（残っているお札もあと一枚か。瑞覚寺に行って、またお札を作ってもらわないと……）

　美桜は涙を拭うと、タオルケットを引き上げて頭まで被った。

　その夜は眠りも浅く、何度も目を覚ましながら朝を迎える羽目になった。
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　和美からマネージャーの話を聞かせてもらってから一週間後、雇い主となる推理小説家・犬飼藤一郎の面接を受けるため、和美と共に彼の自宅へ向うことになった。

　待ち合わせの駅は、多くの人が集まる繁華街にあった。早めに到着してしまった美桜は、しばらく人の流れを観察していたのだが、あまりに人が多過ぎて目が回りそうになった。

　この界隈は、雑誌でもちょくちょく取り上げられ、『住みたい街ランキング』の上位にランクインされている。そのせいか、平日でも人が多く集まっていてまるで休日のような賑わいである。

（こんなところでアパートを借りたら、家賃どれくらいするんだろう）

　きっと今住んでいるところの二倍以上はしそうだなと思い、それ以上は考えるのはやめた。そうこうしているうちに、改札口に和美が現れた。

「ごめんごめん！　急な来客が入っちゃって、遅れちゃった」

「ううん。仕事を紹介してもらって感謝だよ。今日はよろしくお願いします」

「やだ、もう何言ってんのよ。犬飼先生のマネージャーやんないかって持ちかけたのは私なんだし、受けてくれてホントありがとね。感謝してる」

「一応、犬飼さんの本は全部読んできたよ。……採用してもらえるといいんだけど」

「あんたなら大丈夫だって。自信を持ちな」

「うん、頑張るね！」

「さあて、それじゃあちょっと急ごうか。あの先生、時間にはうるさいからね」

　二人は駅前のロータリーでタクシーを呼び止めて乗り込んだ。駅からは徒歩でも行けなくはないが、それなりに時間が掛かってしまうため、タクシーを使うことにしたのだ。

　タクシーで五分ほど行ったところに大きな邸宅があった。どれくらいの築年数かは分からなかったが、旧家であるのは間違いなさそうだった。

　門に取り付けられたインターホンのボタンを押すと、スピーカーから落ち着いた口調の女性の声が聞こえてきた。玄関まで行くと、犬飼家に長年勤めているという家政婦の女性が出迎えてくれた。着物に割烹着という純和風な恰好だったが、髪を後ろに束ねてピンッと背筋を伸ばした姿は若々しく、品を感じられた。

　『雪ゆき宮みや節せつ子こ』と名乗ったその女性に勇気を出して年齢を聞くと、女性は七十になったばかりだと言う。もっと若いと思っていただけにその年齢には驚いた。

　嬉しそうに笑う女性の表情はとても優しく穏やかで、一瞬祖母と話しているような安らぎを覚えた。

「お話は伺っております。どうぞ、こちらへ」

　節子は二人を藤一郎の書斎へと案内してくれた。長い廊下を歩いていくと、たくさんの部屋を目にした。

「この犬飼家の歴史は古く、今の屋敷は七十年前の戦後に建て替えられたものではありますが、建保四年、源みなもとの実さね朝ともが鎌倉幕府第三代征夷大将軍だった時代より続く由緒ある家系でございます」

「か、鎌倉幕府!?　……ですか？」

「はい、それだけに昔はしきたりなどいろいろあったようでございますが、このご時世でございましょう？　時代に合わないものは少しずつ廃止され、今は気楽なものですよ」

「しきたりって今はあまり聞かないですよね」

　和美の無遠慮な物言いにも節子は穏やかに答えた。

「そうでございますねぇ。しきたりというのは、家を守るために……家族を守るために作られたものでございますが、いつの間にか足枷へと変わってしまいました。人を苦しめるだけとなったしきたりは無用の長物ですよ」

（由緒ある家柄なのに、意外と柔軟なんだ……）

　節子の後について行くこと一分半……。ようやく、藤一郎の書斎の前までたどり着いた。

「藤一郎坊ちゃん、高坂様と佐伯様がお見えになりました」

　節子は襖越しに中にいるであろう藤一郎に向かって声を掛けた。

　しかし、返事が返ってこない。節子はもう一度声を掛けた。すると今度はすぐに返事が帰ってきた。

「入ってくれ」

　その声に美桜はドキッとした。襖越しで少し籠っていたが、低めの声ながら澄んだ美しい声だった。

「失礼致します」

　節子はスッと襖を開けるとすぐにわきに避けて、美桜たちに部屋に入るよう促した。

　部屋の中にいたのは落ち着いた紺青色の着物に錆浅黄色の羽織を着込んだ美丈夫だった。サラッとした黒髪で前髪は目にかかるほど長いが、男らしく短めに整えてある。

（綺麗な男の人……）

　藤一郎の姿に、美桜はしばらく見惚れてしまった。

　『気難しく不愛想』というネットで調べたイメージとは少し違うように思えた。二十八歳という実際の年齢よりも若々しく、肩幅もあって男らしい。顔は陶器のように滑らかで、意思の強そうな眼の色は青と、どれも人目を引く作りをしていた。

「犬飼先生、以前ご連絡したマネージャー候補を連れてきました。お忙しいところ恐縮ではありますが、面接をお願いできればと！」

「……分かった」

「じゃ、私はこれで。失礼します！」

「えっ!?　あの……」

　『私は別の部屋で待ってるから』と耳打ちして、和美は節子と共にさっさと出て行ってしまった。

　藤一郎に見惚れてすっかり油断していた美桜は、和美の言葉に慌てた。

（心の準備……ちゃんとしてきたつもりだったけど、私ったら……）

　ふと視線を感じてそちらの方を向くと、藤一郎が美桜をじっと見つめていた。

「それで？　面接するのかしないのか、どっちだ？」

「すみません！　よろしくお願い致します！」

「襖を閉めてそこに座れ」

「はい」

　それからはもう何が何だか覚えていない。面接前に印象を悪くしてしまったのではと焦りもあって、必死に答えた気はする。

　十分後――――――――。

「面接はこれで終わりだ。ご苦労だったな」

（犬飼先生、不機嫌そう……。やっぱり不採用かなあ。ううん！　まだ、ハッキリそうと言われたわけじゃないんだから、落ち込むにはまだ早い！）

「貴重なお時間を頂き、ありがとうございました！」

　美桜は畳に手をつき、深々と頭を下げた。

「それで、あの……」

「明日からでいいな？」

「へ……？」

「間抜けな声を出すな。採用だ」

「!?　あ、ありがとうございます！」

「言っておくが、俺は公私混同する女は嫌いだ。おかしなことを言い出した時点でクビにするが、それでもいいのなら明日から来い」

「はい、これからどうぞよろしくお願い致します！」

　藤一郎の部屋から出るまでは、はやる気持ちを抑えていた美桜だったが、客間で控えていた和美が廊下に顔を出しているのを見た途端、抱きついてしまった。

「やったよ、和美！　採用だって！」

「マジで!?　すごいじゃん！　まあ、私は絶対大丈夫だと思ってたけどね」

「ありがとう！　全部和美のおかげだよ」

「嬉しいこと言ってくれるねぇ。よし、今日は祝杯だー！」

「うん！」

　しかしこの後、美桜は駅前の居酒屋で恐ろしい話を聞くことになる。

『美桜には黙ってたけどさ、実は犬飼先生のマネージャー候補って他にも二十人くらいいたんだよね。でも、ことごとく撃沈されて、どうしようかなあって思ってたところだったのよ。いやあ、助かったわあ！』

　自分も撃沈させられていたかもしれないと思うと、背筋に冷たいものが走った。この一言が、美桜に緊張感と気合いを入れ直したのは言うまでもない。

















第二章　二人の関係












　面接に受かった美桜は、翌日から藤一郎の家に通うことになったのだが、まずはマネージャーとしての業務を覚えることから始めなければならなかった。

　客間の一室を使わせてもらい、打合せなどで外に出る以外はそこに常駐する形になった。

　朝の九時には出勤して藤一郎の書斎へと向かう。持参したタブレット端末に藤一郎の一日のスケジュールや締切予定などを聞いて入力し、部屋に戻ってから貸し与えられたノートパソコンで出版社からのメールなどをチェックする。藤一郎の話では以前マネージャーが何人かいたらしいが、辞めた理由は一切伝えられなかった。

（マネージャー候補どころかマネージャーさんがいたのに今はいない……。ううん、何があったかなんて考えるのはやめとこう……。今は全力を尽くすのみ！）

　拳をグッと握り締め、天井に向かって突き出した。

　取引先への挨拶も済ませたところで、藤一郎への仕事の依頼や進捗状況の確認はすべて美桜が引き受けることになった。直接藤一郎に連絡しなくて済むようになった担当者たちからは、口々に安堵の声が漏れた。

　担当者たちが安堵の声を漏らすのも当然で、最悪のタイミングで声を掛けようものなら藤一郎の怒りを買う。それを美桜が一手に引き受けてくれたようなものだったからだ。

（まあ、怒られるのは慣れてるからいいけど……。感性で仕事をしてる人ってみんなこうなのかな？）

　とはいえ、ずっと怒られ続けるつもりもない。何度か怒られているうちに、どのタイミングがまずいのかが分かってくる。それが分かってしまえばどうということはない。

　襖越しに声を掛けて一分で返事が返ってこなければ取り込み中。二分以上経っても返事が返ってこなければ『君子危うきに近寄らず』である。このパターンに気が付いてからは、藤一郎から怒られる回数は格段に減っていった。

　見様見真似だったマネージャー業務も数ヶ月も経つと、だいぶ板についてくるようになっていた。藤一郎が現在抱えている仕事は小説が三本、コラムが二本、その他インタビューなど様々だ。

（小説家といっても、いろんな仕事があるんだなあ……。あれもこれもってなれば、機嫌も悪くなるよね）

　特に写真付きのインタビューを求められた時などは、藤一郎の機嫌がすこぶる悪くなる。藤一郎曰く、そういった仕事は作品ではなく、容姿に存在価値を置かれているようで不愉快なのだという。これには美桜も共感できた。取引先との飲み会で、『花』としてその場を和ませる役を求められた時はいい気はしなかった。

　夕方になると、ひっきりなしに鳴っていた電話も落ち着き、メールのやり取りも少なくなる。ちょうどその辺りを見計らって、節子が夕飯を用意していってくれる。

　今日もそのつもりでいたのだが、この日、節子は休みを取っていた。

（節子さんのご飯美味しいのになあ……。仕方がない。帰りに定食屋さんによってご飯食べようっと）

　そんなことを考えながら、ようやく一段落して気が抜けた美桜は、正座をしていた脚を崩して座卓に突っ伏した。

「それにしても、マネージャーってこんなに大変な仕事だとは思わなかった。電話もずっと鳴りっぱなしの時もあるし……。まあ、それだけ先生の人気がすごいってことなんだから、ありがたいと思わなきゃ」

「なかなか殊勝な心掛けだな、佐伯」

「!?」

　声のした方に視線を向けると、少し空いていた襖の隙間から藤一郎が顔を見えた。

「ひぃあっ！」

　隙間から人が覗いている姿は、実に不気味だ。事故の後遺症で日常的に幽霊を目にするようになってしまった美桜からすれば、本気で驚いたのだ。

「なんだ、その悲鳴は……。まるで幽霊か妖怪にでも出くわしたかのような声だな。欲を言えばそうだな……。もうちょっと綺麗な悲鳴は出せないか？」

「無茶言わないでください！　いるなら声かけてくださいよ」

「声ならかけただろう？」

「それって今ですよね!?　足音もさせないで気配を消して近寄る必要なくないですか!?」

「ふっ、お前の反応は面白いからな。つい脅かしたくなる。演技ではない恐怖に直面した時の素直な反応はとても貴重なサンプルだ」

　美桜を脅かせたことに満足したのか、藤一郎はいたずらっ子のようににやにやと笑っている。

（あれ？　なんか今日の先生、話しやすい……。こんな風に話ができるなんて……じゃなくて！）

「全くもう……人で遊ばないでください。それと、サンプル扱いもやめてください。悲鳴を聞きたいならホラー映画とか見ればいいじゃないですか」

「俺はリアルを追及したいんだ。嘘くさい演技など見るだけ時間の無駄だ」

「嘘くさいって……。それは、俳優さんに失礼ですよ」

「世の中には嘘が溢れているからな。心霊現象を取り扱ったテレビ番組なんぞは甚だ不愉快で見るに値しない。大体、大多数の者が認知できない存在をテーマにして、どうやってそれを証明するんだ？　そんなものはいくらでも嘘で塗り固められる」

「そこは否定しませんけど……。世の中には、説明のつかないものもあるわけで……」

「お前は非現実的なものを信じるタイプか。たとえば、人魂。あれは古来より人の魂と言われているが、ホタルなどの発光生物や自然発生したプラズマの塊……球電現象だという話は知っているか？」

「いえ、知りませんでしたけど……。先生って、意外と科学的な見方をされるんですね」

「何を今さら……。推理小説は事件を合理的解決へ向けての経緯描くものだ。不明確なものを信用していては、論理が破綻してしまうだろう。お前、怪奇小説と推理小説を混同してないか？」

「あ……」

「やはりな。そうだろうと思っていた。佐伯、曲がりなりにも俺のマネージャーだろう。それくらいは理解しておいてもらわないと困る」

「すみません……。不勉強でした」

　根本的な部分で間違ってしまい、美桜は少し恥ずかしくなった。

「それで？　今日の仕事は終わったのか？」

「はい。あとは明日でも大丈夫なものばかりなので、そろそろお暇しようかと思っていたところです」

「なら、行くぞ」

　藤一郎の言っている意味がよく分からず、首を傾げてしまった。

「…………？　行くって、どこへ？」

「行きつけの洋食屋がある。今日は節子さんが休みだからな。そこで夕飯でも奢ろう」

「えっ、いいんですか!?」

「ああ……。共に仕事をしているのだから、たまにはと思ってな」

「嬉しいです！　あ……でも、先生が行きつけのお店って料亭とか、和食なイメージだったのでこれまた意外ですね」

「俺だって洋食くらい食べる……。着替えてくるからここで待っていろ」

　藤一郎は少し呆れた様子を見せたが、すぐに踵を返してしまった。

　藤一郎がいなくなった途端、美桜は盛大に息を吐いた。

（はあ……。私今、普通に話せたかな？　先生から食事に誘ってもらえるなんて思ってなかったから焦っちゃった。っていうか、顔が熱い……？　え、なんで!?）

　美桜は鼓動が早まり、耳まで熱くなっている自分の変化に戸惑った。

（これってもしかして……。ううん！　違う、絶対違う！）

　出掛かった理由を何度も何度も打ち消して、早鐘のようになっている鼓動を落ち着かせようとした。

（あれは先生がらしくないことをするからで……。これは、好きとかそんなんじゃない。勘違いだよ。……たぶん）

　両手を握って祈るように自分に言い聞かせた。

　程なくして戻って来た藤一郎の出で立ちは、白いシャツにジャケットにズボンと普段の和装とはまた違って爽やかな印象だ。

「洋食屋で和服は目立つからな」

「…………」

　美桜は見惚れるあまり、言葉が出なかった。

「何を呆けている。行くぞ」

「あ、はい！」

　慌てて立ち上がった途端、脚がもつれて転びそうになった。

「わっ！」

「危ない！」

　ドサッ

　倒れ込みそうになった美桜を藤一郎が咄嗟に抱き留めた。丁度胸の下辺りに藤一郎の腕が回されていて、その上に体重を乗せてしまっていることに気付いた美桜は、恥ずかしさのあまり、一瞬パニックに陥った。

（せ、先生に、さ……支え……っ！　いやあ――――っ！　嘘でしょー!?）

「どうした急に……。脚でも痺れたのか？」

「す、すみません……」

「困ったヤツだな……。しばらく支えててやるから、動けるようになったら言え」

「ううっ、お恥ずかしい限りです……」

「いい。正座に慣れていない人間はみんなこうなる」

　本当は脚が痺れただけではなく、洋装の藤一郎に目を奪われて脚がもつれたのだが、ここは黙っていようと心に決めた美桜だった。






◆◇◆






「毎度どうも！　また、よろしくお願いしまーす！」

「はーい、ご苦労様でーす」

　バイク便の男性がぺこりと頭を下げて去っていく。

　受け取った封筒を藤一郎に届けようと、美桜が数寄屋門の格子戸に手を掛けたその時……。

「なんということだ――――――！」

「ひぃああ～っ！」

　突然大きな声を出されて、美桜はビクッと飛び上がった。完全に不意打ちを食らった形になって、おかしな悲鳴が飛び出してしまった。

　本能的に身の危険を感じた美桜は瞬時に体を捻って格子戸を盾にし、警戒モード全開でその男の顔を見上げる。

　身長は藤一郎と同じくらいだろうか……。整った顔立ちながら二重のたれ目に紫の瞳が印象的な男だった。美桜は記憶を辿ってみるが、見覚えのない顔だ。

「な、なななな……何ですか、あなたは!?」

「おっと、これは失礼。脅かしてしまったかな？」

　そんな美桜にはお構いなしに、男は鳶のクセッ毛を左手の指で軽くすき上げながら、眩しいくらいの微笑みを浮かべている。

　ハーフリムタイプのチタンフレームメガネに三つ揃えのスーツ、イギリスのメジャーブランドの革靴……。頭から爪の先まで『できる男』感が半端ない。

（な、なんかすごい迫力……）

「ごめんね、大きな声出して。君があまりに可愛くて美しかったから、つい……」

（うわ…………）

　その言葉は、男の思惑とは逆に美桜をさらに警戒させた。女性への賛美がさらりと口に出してしまえる男は警戒すべし、というのを経験上学んでいたからだ。

　そもそも、自分がそこまで賛辞を贈られるほど美人だとは思っていない。この類の男に絡まれるとろくなことがない。決して油断してはならいと頭の中で警戒音が鳴り響いている。

「い、いえ……。あの、どちら様でしょうか……」

　格子戸から顔を少しだけ出して話し掛けてみる。このお洒落にスーツを着こなした男がおかしな動きでもしようものなら、すぐに逃げられるように退路を探りながら様子を伺う。

「ああ……だいぶ警戒させちゃったみたいだね。僕としたことが……本当にすまない。僕は五い十が嵐らし桐とう吾ご、ＭＩＫＵＭＯで編集をやってます♪」

　キランッとでも効果音がつきそうなほど極上の笑顔から発せられる光に一瞬目が眩みそうにそうになる。

　しかし、相手がクライアントの編集だと分かった以上、警戒したまま対応するのは失礼になる。美桜は格子戸から手を離し、背筋を伸ばして桐吾に向き直った。

「し、失礼致しました！　いつもお世話になっております。私、犬飼藤一郎先生のマネージャーを務めさせていただいております、佐伯美桜と申します。どうぞよろしくお願い致します」

　美桜は桐吾に向かって深々と頭を下げた。

「!?　そう、君が佐伯さんか！　高坂から話は聞いてるよ。いやあ、まさかこんなに可愛らしいお嬢さんだったとは……。こちらこそ、いつもお世話になってます」

「じゃあ、和美……いえ、高坂さんの上司の方って……」

「そっ！　僕です。やっと会えて嬉しいよ」

「犬飼先生も隅に置けないなあ……。仕事のできるこんなに可愛いマネージャーを雇うだなんて。『天は二物を与えず』は、やはり迷信だったか」

「そんな……。私なんてまだまだで……」

「いいっ！　すっごくいいよ！　そうやって謙遜するところ！」

「え……!?」

「謙遜は日本人の美学だけれど、ここは素直に受け取ってほしいなあ。君のおかげでうちは大助かりなんだから。君には感謝してる……。たぶん、他社の編集さんたちもきっと同じ気持ちだと思うよ」

「いえ、あの……ありがとうございます。でも、まだまだ不慣れで先生にも御社にもご迷惑をおかけしているのではないかと心苦しくて……」

「考え過ぎだよ。聞けば、前はデザイン会社に勤めていたらしいじゃないか。マネージャーをやるのはこれが初めてなのに、よくやってくれてると思うよ」

「はあ……」

「君が入ってくれるまでは本当に大変だったからねぇ。犬飼先生は原稿を執筆するスピードは早くても、電話には全然出てくれないしさ。進行状況とか確認したい時、すごく困るんだよね～」

　これについては、他の出版社の人間から同じことを言われたことがあった。

「あの、電話が駄目ならメールで聞けばいいのでは？」

「そう思うでしょ～？　すぐに返信してくれるような人間なら、僕もこんなに悩んでないよ。ほら、あいつってば集中すると周りが見えなくなるから」

（……あいつ？）

　美桜は桐吾の言葉に引っ掛かった。いくらクライアントとはいえ作家相手に『あいつ』呼ばわりとは穏やかじゃない。

「僕たちの間ではね、『犬飼先生の返事は一週間以上待て』が当たり前になっててさ。ビジネスメールは二日以内に返すのが常識なのにねぇ？」

「あはは……。そう、ですね……」

「まあそんな訳で、何かあれば直接伺って、ついでにご機嫌を取りに来てるのさ。あいつは偏屈だし素直じゃないから、実に面倒だけどね」

　桐吾は首を横に振り、いかにも苦労しているのだと美桜に愚痴った。

「そんなことよりもだ。ねえ、君！」

　美桜は突然自分に矛先が向かってきて驚いた。

「!?　は、はい！　なんでしょうか？」

「これは運命だと思わない？　いや、運命に違いない！」

　ずいと自分に近付いて来る桐吾から逃げるように、無意識に後ろに下がっていた。それはパーソナルスペースを維持するための条件反射に近かった。

「!?　えっと……い、五十嵐さん？」

「五十嵐さんだなんてやめてくれ……。君との間に距離を感じてしまう。僕のことは『桐吾』と呼んでくれないか」

「……お名前でお呼びするのは少々心苦しいといいますか、失礼な気が……」

「どうして？　僕がそう呼んでくれって頼んでるのに？　君に『五十嵐さん』だなんて呼ばれたくないなあ……」

（う……。なんかこの人めんどくさいかも……）

「じゃ、じゃあ『桐吾さん』で……」

「ふふっ……。今日はアンラッキーデイかと思ってたけど、こんなに可愛らしい天使に出会えるとは思ってもみなかったよ。ねえ、君のことは美桜ちゃんって呼んでもいいかな？」

「あ……はい。どうぞ……」

「よし！　じゃあ、これからよろしくね。美桜ちゃん♪」

　桐吾は美桜の両手を握ると、顔を近付けてきた。これにはあからさまに体を逸らせて引き気味になる。

「!?　あ、あの!?」

「この胸のトキメキ、高揚感！　これほど心惹かれる女性に会えたのはまさに奇跡……。僕は君に一目惚れしてしまったようだ」

「え……えええええええええっ!?」

　ただの女好きだと思っていたのが、まさかの一目惚れ展開につい大きな声を出してまった。

「家の前で何を騒いでいる」

　いつからいたのか、美桜と桐吾のすぐ近くに藤一郎が立っていた。

「い、犬飼先生……!?」

（びっくりした……。いつの間に……）

　桐吾はそこに関しては気にしていない様子で、むしろ邪魔が入って面白くなさそうだった。

「お前のその、誰彼構わず口説く癖はなんとかならないのか」

「ちょっと！　誤解を招くような言い方はやめてくれないか！　僕はね、運命を感じた相手にしか声をかけないよ」

「だったら、お前の運命の相手とやらは随分と多いんだな」

「人生どこで何があるか分からないんだから、出会いは大切にしないと」

　二人の言い争いが段々エスカレートしてきているように感じた美桜は、仲裁に入るべきかどうか悩んだ。

「え……あの……」

　おずおずと声を掛けてみるが、まったく相手にされない。どちらも引く気はないようで、美桜に構わず言い合いを続けた。

「お前の人生論などどうでもいいが、うちの前で騒ぐのはやめろ。近所迷惑だ」

「はいはい。すみませんでした。毎度手厳しいねぇ」

「ふん……。用がないならさっさと帰れ。佐伯も無駄話をしている時間は無いだろう。さっさと業務に戻れ」

「は、はい！　すみません！」

　相手にされていないと思っていたのに急に自分まで責められ、美桜は戸惑った。

「ひっどいなあ。何怒ってんだか知らないけど、僕たちに当たるのはやめろよ。そろそろ食いたい頃だろうと思って、お前の好きな狭さ霧ぎり屋やの練ねり梅うめ大だい福ふく買ってきてやったのにさ」

「なら、それを佐伯に渡して帰れ」

「『なら』の意味がわかりませーん。ま、僕は美桜ちゃんとお話できればいいや。犬飼先生こそさっさと作業に戻ってくださいよー」

「桐吾、お前……」

（桐吾……？）

　今度は藤一郎が桐吾を名前で呼んでいる。こうなると、二人の関係を確認したくなるものだ。

「あの～、さっきからお二人はとても親しい間柄に見えるのですが、どういったご関係で？」

『ただの腐れ縁だ！』

　完全に二人の声がハモっている。

　不愉快そうに舌打ちをした藤一郎に対し、桐吾の方は『してやったり』といった様子でニヤニヤと笑っている。

「そう言うだろうなあって思ったらやっぱり言ったね？　藤一郎」

（藤一郎……）

　お互い下の名前で呼び合うほどの仲ならば、ただの編集と作家の間柄ではなさそうだ。

「すみません、お二人はお友達なのでしょうか？」

「うん、そう。藤一郎とは因縁浅からぬ仲さ」

「因縁浅からぬ……ですか？」

「お前が知る必要はない。知ったところでお前になんの得がある」

「……っ!?」

　藤一郎の言葉が胸に刺さった。

　もしかしたら、プライベートに踏み込むような言い方に感じられたのかもしれないが、ここまでハッキリ言われてしまうと完全に拒否されたような気がして、悲しい気持ちになった。

「アウトー！」

　バチッ！

「いっ！」

（え……？）

　見れば、藤一郎が額を押さえて痛みに耐えている。どうやら、桐吾が藤一郎の額に『デコピン』を食らわせたようだった。

「おいおい、その言い方はないんじゃないか？　イライラしてるみたいだけど、なんか嫌なことでもあったのか？」

「ふん……」

「ったく、世話の焼けるヤツだなあ。まあ、言いたくないならいいけどね。あのね、美桜ちゃん。僕とこいつは、こーんなに小さな頃からの親友なんだよ。なのに、『帰れ』とか『迷惑』とかさ。ツンデレじゃなくてツンツンだよね」

　そう言って、桐吾は脚の辺りに手をひらひらとさせて、子供の頃の身長を示した。

「小学校二年の時に同じクラスになってから、中学に上がってもずっと同じクラスだったんだよ。ね、すごいでしょ？」

「はい、そこまで一緒になるってなかなかないと思います」

「だよねぇ！　だから僕は、藤一郎との出会いは運命だと思うんだ」

「人が黙っていれば、よくもいけしゃあしゃあと……。運命などと、そんな非現実的なものをまだ論じているのか。クラスが同じになったのはただの偶然だろ。高校・大学まで同じところを選んだのはお前の意思で、ある意味それはストーカー行為だろ」

「やだなあ、これだからリアリストは……。冷静に物事を見るのは悪くないけど、人生においてロマンというスパイスも必要だと思うよ？　大体、高校と大学が一緒になったのは、たまたま僕が行こうと思ってたところにお前も進学しただけ。しかも、仕事でも担当編集と作家の関係になれるなんて、運命以外のなにものでもないと思う。僕とお前の間には、切っても切れない縁えにしの糸でもあるんじゃないかなあ。それこそ、釣り糸並みに頑丈なヤツ」

「くだらん……。そんなもの、お前との間にあってたまるか」

「照れるな照れるな。僕は藤一郎との縁は、たとえ腐れ縁だとしても、なかなかいいものだと思ってるんだよ。だってほら、こうして売れっ子作家の犬飼藤一郎先生にお仕事していただけてるんで」

「はあ……。お前と話をしていると疲れるな。俺は忙しい。お前のおしゃべりにいつまでも付き合ってられん」

　そう言って、藤一郎は踵を返して家の中へと戻っていってしまった。

（……縁の糸か。『運命の赤い糸』みたいなものなのかな？）

　恋人同士の間に赤い糸があるなら、友達や家族の間にも糸があってもいいはずだ。同じ家族や友達でも『縁がある・ない』はある。何があっても常に一緒にいられる者もいれば、どんなに必要とし合っていても、運命のいたずらとしか思えないほど過酷な運命に巻き込まれ、辛い別れを経験する者もいる。

　実際、美桜自身も予想もしない出来事に巻き込まれ、和美の紹介で藤一郎のマネージャーになる事ができた。

　まさに『捨てる神あれば拾う神』だ。不運な出来事があったとしても、悲観せずに行動してよかったと思った。もし、あそこで躊躇したり、卑屈になっていたら今の状況はなかったのだから……。

　そう考えると、桐吾の言う『運命』を否定する気にはなれないのだ。

「やれやれ、相変わらず気難しいんだから。どうもタイミング的にご機嫌斜めのようだから、今日のところは退散するよ。美桜ちゃん、これ差し入れの『練梅大福』。あいつの好物だけど節子さんと一緒に食べて。藤一郎にはまあ……適当にあげといて」

「あ……はい。承りました。ご馳走様です」

「じゃあ、僕はこれで。また来るね。マイ・エンジェル♪」

　パチンとウインクをして、桐吾は犬飼家を後にした。

「はあ……。なんだか台風みたいな人だったなあ。練梅大福か……。先生の好物って初めて知ったかも」

　美桜は桐吾から受け取った紙袋を手に、台所へと向かった。

「節子さーん」

「あら、美桜ちゃん。どうしたの？」

「今、ＭＩＫＵＭＯの桐吾さ……じゃなくて、五十嵐さんがいらっしゃって、これ皆さんでって頂いちゃいました」

「まあ、嬉しい！　狭霧屋の練梅大福じゃない」

「これって、先生の好物って聞いたんですけど……」

「ええ、そうよ。もともとは私が好きだったんだけど、坊ちゃんがよく買ってきてくださってねぇ。それがいつの間にか坊ちゃんも好きになっちゃって……ふふふっ」

　節子はニコニコと満面の笑みを浮かべた。その笑顔はまるで、孫が自分と同じものを好きになってくれたことを喜ぶ祖母のようで、とても幸せそうに見えた。

（節子さん、嬉しそう……）

「そういえば、そろそろ坊ちゃんにお茶をお持ちしようと思っていたの。この大福をお茶請けにお出ししましょうか」

「はい、じゃあ、私が持っていきますね。先生と少しお話したいこともあるので」

「ありがとう。じゃあ、お願いできるかしら？」

「はい！」

　節子は棚から木製の茶筒を取り出した。一般的に茶筒はアルミ製のものが多いが、この家にある茶筒は違った。物珍しさも手伝って、節子に話を聞いたことがあった。

　この茶筒は、漆器工房で作られたもので切り出した木の器に桃の木の皮を貼り付けていて、木目が美しい。漆を塗ってあるので、水洗いしても大丈夫らしいが、茶葉が湿気ないようによく乾かす必要があるらしい。

　初めて木製の茶筒を見た美桜は、中蓋までピッタリとハマる匠の技術に感動を覚えずにはいられなかった。日用品の一つとはいえ、ここまで精巧を極めたものは美術的に評価されるべき作品と言えよう。

　藤一郎の家は歴史がある分、普段目にできないものが数えきれないほどある。人の家を散策する趣味はなかったが、犬飼家には気になるものが満載だった。

　好奇心をくすぐられては、藤一郎や節子にその用途や由来を聞くのが楽しみになっていた。

　節子はいつも藤一郎が使っている湯滴天目茶碗と来客用の湯のみに緑茶を注ぎ、漆塗りの菓子皿に練梅大福を美桜でも持ちやすい長手盆に乗せてくれた。

「熱いから気を付けてね」

「分かりました。お茶、ありがとうございます！」

　節子に礼を言うと、美桜は長手盆を持って藤一郎の書斎へと向かった。

　長い廊下を歩きながら、先程の藤一郎と桐吾のやり取りを思い返してみた。藤一郎が無愛想で、誰に対しても基本つっけんどんな男であることは知っている。

　だが、あの時の藤一郎の態度は明らかに不機嫌だった。桐吾が門の前で騒いでいたのは確かだが、友達に対してあそこまできつい態度を取るだろうか？

　それとも、執筆が上手く行かず、イライラしていたのか……。あの藤一郎に限ってスランプは想像できない。もし、何かに悩んでいるなら自分に何か手伝えることはないだろうかと思った。

（最近、特に忙しかったからなあ。疲れてるだけならいいんだけど……。この大福、先生の好物だって言ってたし、一息入れたらきっと機嫌も直るよね！）

　藤一郎の書斎の前に到着した美桜は、控えめな声で中にいるであろう藤一郎に話し掛けた。

「失礼します。先生、あの……お茶をお持ちしたんですけど、一服しませんか？」

　しかし、部屋の中から返事は帰ってこない。

（もしかして、怒ってるのかな？）

「あの、先生……」

「入れ」

（……よかった。このまま無視されたどうしようかと思った）

　美桜はそっと襖を開けると、なるべく足音を立てないようにして部屋の中に入っていった。藤一郎は机に向かったままで、こちらを見ない。出力した原稿用紙を校正しているようで、時折赤字を入れている音がしていた。

　しばらく様子を見ようと、長手盆を畳の上に置くと、正座をして開けた襖をゆっくり閉めて待つことにした。

　しんと静まり返った部屋の中で、藤一郎が走らせるペンと紙が擦れる音がする。物音を立ててはいけないような緊迫感を感じ、美桜は極力身動きをしないよう努めた。

（すごい集中力……。タイミング悪かったかな）

　そろそろお茶を入れ直してこようと思ったその時、藤一郎がペンを机に置いた。

「……いつまでそうしているつもりだ」

「すみません……。先程頂いた練梅大福をお茶請けに、一休みしていただければと思ったんですが、お邪魔でしたよね？」

「いや、ちょうど一区切りついたところだ。頂こう」

　藤一郎が体の向きを変えて美桜へと視線を向ける。

「っ…………」

　藤一郎と目が合った途端、美桜の心臓がトクンッと音を立てた。

「なんだ？」

「あ！　いえ、さっき桐吾さんとお話していた時、なんだか怒ってるみたいだったので……」

「桐吾さん、か……。随分親しくなったものだな」

「え……？　ああ、えっとこれはその……私も最初はお断りしたんです。クライアントの方を名前で呼ぶなんて失礼になっちゃうと思ったんですけど、そう呼べと半ば押し切られてしまった形で……」

「なるほど……。あいつらしいといえばあいつらしいか」

「桐吾さんって、昔からあんなにポジティブな方なんですか？」

「ごふっ！　ゴホッ、ゴホッ、ゴホッ！」

　突然、藤一郎が飲みかけの茶を吹き、激しく咳き込みだした。

「だ、大丈夫ですか!?」

「大丈夫だ……っ…………ゴホッ、ゴホッ！」

「あの、私お水貰ってきます！」

「いい……。気管に入っただけだ。っ……ゴホッ……ゴホッ。しばらくすれば……ゴホッ、ゴホッ」

　大丈夫と言われても、藤一郎は明らかに苦しそうだった。美桜は藤一郎の苦しみを少しでも和らげようと背中を何度も擦った。

（先生、苦しそう……。大丈夫なのかな）

　少しずつ咳の回数は減ってきているが、呼吸はまだ荒い。よく見ると、目元にうっすらと涙が滲んでいる。

「私……やっぱり、お水持ってきますね！」

「待て！」

（え…………？）

　立ち上がろうとした美桜の左手首を藤一郎が強い力で引っ張る。バランスを崩した美桜の体がぐらりと傾いた。

「っ！」

「佐伯！」

　この角度では受け身が取れない。やや斜め後ろに倒れるような形になっているため、手で体を支えるのは難しい。となれば、背中や臀部に体重が掛かり、相当痛いだろうなと思った。

　……が、覚悟した痛みはそれほど強くはなかった。美桜の背中を藤一郎の腕が支えてくれたおかげで、背中を強打せずにすんだらしい。

　普段、執筆活動をしている姿からは想像できないくらい逞しい腕で美桜の体を支えていた。

　接触している部分から熱が拡がるように、自分の体温が急激に上がっていくのを感じた。胸が高鳴り、喉が渇く……。こうなると、自分の気持ちを否定するのは難しい。

（やっぱり私、先生のこと……）

「すまん……」

「い、いえ……。ありがとうございます」

「お前が礼を言う必要ない。俺がお前の手を引かなければ起きなかったことだ。本当にすまない」

「いえ……」

（もし、この気持ちが先生に知られたら傍にいられなくなっちゃう。そんなの、嫌だよ……）

「どこか、痛めてないか？」

「あ……ちょっとお尻が痛いくらいで、大丈夫です。先生が支えてくれましたから」

「っ……！　そ、そうか……。なら、よかった」

「……先生？」

　藤一郎の様子がおかしい。言葉も歯切れが悪く、何か気にしているように見える。どうしてだろうと首を傾げた途端、自分がいつまでも藤一郎に抱き留められている状態であることに気が付いた。

「ご、ごごごごめんなさい！　重かったですよね!?」

「いや、そんなことはないが……。足元を気にしてもらえるとありがたい」

　そう言って視線を逸らした藤一郎の頬は、ほんのりと薄紅色に染まっている。美桜は言われた通り自分の足元に目をやると、倒れた拍子にスカートがめくれ上がったらしく、ストッキングで覆われているとはいえ、白い太腿とピンク色の下着が露わになってしまっている。

「きゃあああ！　すみませーん!!」

　慌ててスカートを元に戻しながら、藤一郎の腕から転がり落ちるように体を捻って畳の上に手をついた。

（は、恥ずかしい――――――！　こんな姿、先生に見られるなんて！）

　お互いに気まずくなってしまった二人はしばらくの間、目を逸らしたまま座り込んでいた。

（何か話した方がいいのかなあ……。でも、何を話せばいいのか分からないし）

　規則的に編み込まれた畳の目を指で軽く撫でる。つるりとしたイグサの触り心地が気持ちいい。

　しばらくして、藤一郎の方が口を開いた。

「せっかくの茶だ。これ以上冷めぬうちに飲むとしよう」

「！　はい、そうしましょう。先生はこの練梅大福がお好きなんですよね」

「ああ……。最初は節子さんの好物だと聞いて、ちょくちょく小遣いで買ってくるだけだったが、一緒に食べてみて梅の酸味とあんこの甘味の絶妙な具合に感銘を受けたんだ」

　『感銘』などいう言葉を使うところがいかにも作家らしいと思った。

「緑茶との相性もよくてな……。疲れた時に食べるとまた格別なんだ」

　普段からあまり表情を変えない藤一郎だったが、練梅大福を食べているときは童心に帰るのか、嬉しそうに食べている。

「先生を笑顔にさせるなんて、桐吾さんってすごいですね。先生が食べたいと思っているのを買ってきてくださるなんて」

「長い付き合いだからな。なんとなく分かるんだろう。俺にもあいつの下心などすぐに察しがつく」

「下心……ですか？」

「だから、あいつの前ではあまり隙を作るなよ？　口車に乗せられて危ない目に遭っても知らないからな」

「えっ！　そうなんですか？」

「あいつは人当たりもいいからな。大人から子供までみんなあいつの外面に騙されてるんだ。それに、あいつが女に不自由したことがないのも知っている」

「うわあ……。生粋のたらしさんなんですねぇ」

「っ……！　フッ……クククククッ……ハハハハッ！」

「…………!?　なんですか？　私、変なこと言いました？」

「なるほど、『生粋のたらし』か……。クククッ……面白い、久しぶりに笑ったぞ。たらしに生粋や亜流があるのかは分からんが、痛快だな」

　豪快に笑っている藤一郎などこれまで見たことがなかった美桜は、思わずのその笑顔に見惚れてしまった。和装に身を包み、歳を重ねたベテラン作家のように腕を組んでムスッとしているいつも藤一郎とは違って、年相応の爽やかな笑顔に魅了された。

（先生ってこんな風に笑うこともあるんだ……）

「ん？　お前は食べてないじゃないか。人の顔ばかり見てないで、お前も食べてみたらどうだ？」

「あ、はい！　いただきます」

　菓子皿に乗せられた練梅大福を口を大きく開けて頬張る。柔らかな餅の下に隠された粒を残したあんこの甘さに癒される。さらに食べ進めると、中心部分に練梅が入っていて、梅独特の酸味があんこの甘さと合わさって複雑な味わいだ。

「美味しい……。甘酸っぱくて……とても不思議な感じなんですけど、すごく美味しいです！」

「そうだろう？　俺も最初に食べた時は驚いた」

　思った通りの反応が美桜から返ってきたのが嬉しかったのか、藤一郎はにやりと笑った。

　そして、何かに気が付いたのか、美桜の顔をじっと見つめてきた。

「……？　なんでしょうか？」

「お前、ちょっとそのまま動くな」

「え……あ、はい」

（なんだろう……？）

　そう思っていると、藤一郎の左手が美桜の頬を包むと、右手で美桜の口元を拭った。

「!?」

「あんこが付いてる。それに、唇が大福の粉で真っ白だぞ？」

「ほ、本当ですか!?　あの私……！　ちょっと洗面所に行って鏡見てきます！」

　大福を菓子皿に置くと、慌てて藤一郎の書斎から飛び出した。

　廊下を足早に歩いて行くと、襖の縁を水拭きしている節子と出くわした。

「どうしたの、美桜ちゃん。そんなに急いで？」

「だ、大福の粉が口に付いちゃって。洗面所、お借りします」

「まあまあ。どうぞ、使ってちょうだい」

「ありがとうございます！」

　美桜は口元を隠しながら、節子の横を通り過ぎて洗面所へと向かった。

「何かあったのかしら。美桜ちゃんの耳、真っ赤だったわねぇ」






◆◇◆






　洗面所の鏡に映った自分を見て愕然とした。頬どころか耳まで真っ赤になっている。これでは、ずっと隠してきた気持ちが藤一郎にばれてしまう。

　本当は顔を洗って熱を冷ましたかったが、化粧が崩れてしまうかもしれないとそこは我慢した。鏡を見ながら大福の粉を拭う。

（あとで部屋に戻ってお化粧直そう……。ああ、今日は散々だなあ……。先生に下着を見られちゃうし、大福の粉が口の周りに付いちゃうし……）

　恥ずかしくて、すぐにでも帰りたい気分だったが、まだやらなければいけない業務は山とある。何事もなかったかのように振る舞わなくてはいけない。

　そんな自分に喝を入れるように、両手で力いっぱい頬を叩いた。

　バチンッと大きな音がして頬がジンジンと痛んだが、切り替えには十分の刺激だ。これ以上、動揺して失敗したくないと思った美桜は、部屋に戻ってバッグの中から化粧ポーチを取り出し、化粧を直し始めた。パウダーファンデーションを軽く塗り、唇に下地を塗って口紅を引き直す。少し乱れた前髪を直して、身だしなみを整えた。

（やっぱり私、先生が好き……。でも、私が先生をどう思っていても、仕事は仕事としてちゃんとやらなくちゃ！　じゃなきゃ私、クビになっちゃうもの……）

















第三章　狗神の恋煩い












　藤一郎のマネージャーとしての仕事は日々、発見の連続だった。決まった業務もあれば、取材に同行して地方に出掛けることもあった。

　そんな時には決まって桐吾が同伴しようとして一悶着起きる。藤一郎とイニシャルが同じなのを利用して、紛らわしいメッセージカードを残して美桜を誘い出し、なぜか騙された美桜の方が藤一郎に怒られた。かと思えば、何やら思い悩むように溜息をつくことも増え、美桜にとって藤一郎の態度は時々不可解だった。

　その日は出掛ける用事もなかったので、パソコンとタブレット端末を交互に見ながらメールの返信作業に没頭していた。

「『温泉宿サスペンスツアー』、これって旅行会社とのコラボって話だよね？　お客さんが楽しめるような話にってことだけど、プロットは今週末までに上げてもらえば間に合うかな。あと返事をしなくちゃいけないメールって……っ……」

　急に寒気がして、美桜は体を震わせた。十月に入って徐々に気温が下がってきており、夜ともなるとかなり気温が下がってくる。

　ふとパソコンの画面の右下にある時計を確認すると、時刻はすでに深夜零時半を過ぎていた。

「うっそ！　もうこんな時間!?　ああ……どうしよう。今から走っても最終電車には間に合わないよね!?」

　電車がなくなってしまうと、あとはタクシーを呼ぶしかない。

　しかし、タクシーでうちまで帰るとなれば結構な金額になってしまう。

「どうしよう……。でも、タクシー呼ぶしかないか」

　仕事に没頭するあまり、時間を確認していなかったのは自分の落ち度だ。タクシー代は自腹で払うしかない。

　家の中もすっかり静かになっている。それもそのはず、節子はとっくに帰ってしまっている時間だ。となると、この家にいるのは藤一郎と美桜の二人だけだ。

　女友達の家なら気軽に『泊めて』と言えるのだろうが、そうはいかない。

（……先生に声を掛けてすぐに帰ろう。これ以上いたら、迷惑だろうし……）

　そう思った時、おもむろに襖が開いた。

「!?　うわっ、ビックリした！」

「っ……!?　ビックリしたのはこっちだ。こんな時間まで残って何をしている」

「す、すみません……。メールの返信とか、先方とやりとりをしているうちに時間を忘れてしまって……」

（バカ者って怒られるかなあ……。怒られるよねぇ……）

「そうか……。夢中になるのは結構、だが帰りの時間まで忘れるのは感心しないな」

（……ですよね）

「今日は泊まっていくといい」

「……え？　でも、そういうわけには……」

「さっきニュースで、電車が人身事故で止まっているらしい。駅前は人で溢れかえっているようだから、おそらくタクシーも捕まらないだろうな」

「そんな……」

「日付も変わっている。夜中に徒歩で帰りたいなら止めはしないが？」

「お世話になります！」

「よし……。遅くまでご苦労だったな。風呂は勝手に使ってくれて構わない。隣の部屋の押し入れに布団と浴衣が入っているはずだ」

「ありがとうございます。それじゃあ、お言葉に甘えて……」

　久しぶりに藤一郎に優しくされた気がして嬉しくなってしまう。

「ふふっ」

「…………？　何を笑っている？」

「いえ、最近の先生って時々優しいですね」

「……っ！　やめろ、体がむず痒くなる。くだらないこと言ってないで、さっさと休め」

「じゃあ、お言葉に甘えてそうさせていただきます」

「ではな……」

「はい、おやすみなさい」

　藤一郎が出て行った後、嬉しさのあまり畳の上をゴロゴロと転がってしまった。

（先生のお家にお泊りか。ふふっ……って、いつも先生が使ってるお風呂に……お風呂……!?　彼氏のうちに初めてお泊りするって、こんな感じなのかな？　なんかすっごくドキドキしてきた……）

　とはいえ、藤一郎とは作家とマネージャーの間柄なわけで、決して恋人というわけではないのだ。

（不審に思われないように、冷静に……スマートに行動しなきゃ）

　そう自分に言い聞かせて、美桜は風呂へと向かった。
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「ん……んう……っ……」

（何……？　体が重い……）

　まるで、人に押さえつけられているような重みを感じだ。この感じには覚えがある。

　それは和美から藤一郎のマネージャーにならないかと誘われた日で、寝苦しい夜だった。

　エアコンや時計など電子機器はすべて止まり、身動き一つ取れずに見知らぬ男の幽霊に強姦されかけたあの夜と同じだ。

（まさか……あいつがまた？　でも、あの時は御札で消えたはず……）

　叩きつけた御札が発火して、悲鳴をあげてもがき苦しんでいたのを確かに見ている。

　顔を手で覆い、指の隙間から覗く目は、美桜を憎々し気に睨んでいた。

（怖い……。もし、あいつだったら？　あいつじゃなくても他の幽霊だったらどうしよう！）

　全身から冷や汗が噴き出してくる。

　なぜか、ここしばらくは幽霊に絡まれなくなっていたからすっかり油断していた。

（御札、今日は一枚も持ってきてない。今襲われたら、何もできない！）

　しかも、ここは藤一郎の家の中だ。こんなところで幽霊に淫らな行為をされてはたまったものではない。万が一、藤一郎に見られたらと思うとゾッとした。

　藤一郎は非現実的なものは否定するリアリストだ。そんな藤一郎が幽霊の存在を認識できるとは思えないし、信じるとも思えない。

　幽霊の姿が見えなければ、美桜は人の家でマスターベーションを始めてしまった淫乱女になってしまう。

（そんなの嫌っ！）

　何はともあれ、状況を把握しなければ対処のしようがない。美桜は意を決して目を開こうとしたその時、聞き覚えのある声が聞こえた。

『よう、久しぶり……』

「!?」

　目を開くと、目の前にはあの時の金髪の男の顔が迫っていた。ボロボロの服に所々に血が付着して不気味な姿はそのままだ。ただ一つ違うとするならば、男の右側の頬が焼けただれ、恐ろしさに拍車がかかっていた。

　男は美桜の上に馬乗りになり、両肩を掴んでいた。美桜の脳裏にあの時の恐怖がまざまざと蘇った。

『やっと、オレを見てくれたなあ？』

（やっと……？）

『なあ、見てみろよ。お前のおかげですげぇ火傷の痕が残っちまった……。それに力も弱くなっちまって、お前に触れるようになるまで随分と時間が掛かっちまったよ。痛かったんだぜ、これ？　今も、時々皮が引きつれていてぇんだ。なあ、どう落とし前つけてくれんだよ？』

「そんな……知らない！　あれは、あなたが……」

『ああん!?』

　男の顔が怒りで歪む。

「っ……！」

『てめぇのせいでオレがどれだけ惨めな思いをしたと思ってんだよ、ええっ!?　ただでさえオレたちはどこにいても、誰にも気付かれねぇ。最初はそれを面白がってた時もあったけどよ。誰とも目が合わねぇ、触れねぇってことはオレの存在が否定されちまうってことなんだよなあ』

　人間にとって誰からも相手にされず、無視され続けるのは屈辱的であり、あまりにも辛い。この金髪の男も相当悩み、苦しんだのだろう。目は血走り、怒りで歪んだ顔はその苦悩を現わしているように思えた。

『普通のヤツはオレたちに気付かない。だからお前に見る能力があると分かった時、オレがどれだけ嬉しかったか分かるか？　そりゃあ、抱きたくなっちまうくらい嬉しくなるだろよ？』

「何……言ってんのか……分からないわ……」

『別に分からなくてもいいさ……。お前の意思なんて関係ねぇ。オレは抱きたい女を抱く主義だからな』

　男は美桜に顔を寄せると、血走った目でさらに威圧してきた。

『ったく……。このオレが思いっきり気持ちよくしてやろうとしてたのにお前ときたら、よくもオレの顔にこんな傷を付けてくれやがったよなあ!?　もう優しくなんてしてやらねぇ……。オレを怒らせたらどうなるか、思い知らせてやるよ！』

「っ……！　そんなの全部あんたの都合じゃない。勝手に自分の我がまま通してるだけで、恩着せがましいこと言わないでよ！　あんたなんか……あんたなんか大っ嫌い！」

　美桜も負けずと男を睨み返した。

『おお、おお……。大嫌いで構わねぇぜ。お前にはこの顔を焼いてくれた大きな借りがある。それを返しにきただけだからな』

「!?　やっ……離して！」

（やっと仕事も覚えて、先生ともちゃんと話ができるようになってきたのに……。先生に軽蔑なんてされたくない！）

　前のような金縛りに遭っているような感じはしないが、相変わらず男の力は強く、逃れようとしても逃れられない。

『へへへっ……』

「!?」

　男がにやにやと笑いながら美桜に顔を近付けてきた。美桜は必死に顔を逸らして唇が触れないようにしたのだが、男は顎を掴んで自分の方に向かせると、無理やり唇を押しつけ、美桜の口内に舌を潜り込ませようとする。美桜は唇を強く引き結び、男の舌の侵入を阻止し続けた。

　すると、今度は男の左手が下半身に伸びたかと思うと浴衣の合わせから入り込み、下着の中にまで手を入れようとしてきた。これも体を捻り、男の手がこれ以上先に進めないよう隙間を作らないように脚に力を込める。

『ホントお前は往生際の悪い女だぜ。ま、すんなり諦める女よりなぶり甲斐があるけどよ。そろそろ、本気でいかせてもらうぜっと！』

「!?」

　暴れる美桜に構わず浴衣の帯を乱暴に引き解くと、浴衣の合わせの部分を勢いよく開き、美桜の裸体を露わにする。

「やっ！」

『へえ……いいねぇ。やっぱ、お前の体最高だわ……。真っ白で柔らかそうで、まだ誰にも汚されてませんって感じでさあ。ますます、汚したくなる』

　幽霊のはずなのに、男の体は重く、跳ねのけることができない。まるで、生身の男に強姦されているようだった。

　美桜は抵抗を続けたが、やはり力では勝てない。ただ必死にがむしゃらに腕を振り回して、男が怯む隙を作ろうとした。

『チッ！　めんどくせー……』

　パンッ

「きゃあっ！」

　男は無遠慮に美桜の左頬を平手打ちした。左頬に焼けるような痛みと衝撃を感じ、視界は火花が散るようにチカチカ点滅した。頬は痛んだが、これで大人しくなってたまるかと美桜はまだ抵抗を続けた。

　しかし、それが気に食わなかったのか、男は何度も美桜の頬を叩き続けた。叩かれた美桜の頬は赤くなり、熱を持ち始める。叩かれたショックと痛みで、さすがに体の力が抜けてしまう。頬がズキズキを痛みを訴えてくる。

　しかしそれ以上に、これから行われる暴力によって大切なものを奪われると思うと、涙がとめどなく溢れてきた。

（初めては大切な人にって……思ってたのに……）

　あの事故さえなければ、幽霊なんて認識できるような体にならなければこんなことにはならなかったと、今更どうにもできない過去を悔やんでしまう。理不尽過ぎる現実に、もう何もかもどうでもよくなってくる。

　これまでの努力は……抵抗は一体なんだったのか……。好きな男の家で他の男に犯されるなど最悪の処女喪失だ。

　そんな目にあって、果たして自分はこれから先、生きていけるのかと考えてしまう。

　藤一郎のマネージャーは間違いなく、辞めざるを得ないだろう。たとえ、藤一郎に何も気付かれなかったとしても、自分が耐えらない。

　心に深い傷を負ったまま、どうやって生きていけばいいのか……。

　男の舌が乳房を執拗に舐めまわしている。室内に響くピチャピチャと濡れた音が実に耳障りだ。

　円を描くようにぐるりと舌を這わせ、時折乳首を強く吸ったりしているが、ただ痛いだけで何も感じなかった。それでもいいと思っているのか、男は美桜の腹部へと体をずらしていった。

（こんなことなら、先生に告白しておけばよかった……）

　自分を女性として扱ってくれて、心配をしてくれた藤一郎の優しさが嬉しかった。

　もしかしたら、これからさらに藤一郎との距離を縮めることができるのではないかと、喜びに満ち溢れていたあの幸福感から一変してこの地獄のような有様だ。

　まさに天国から地獄に突き落とされた。あまりに最悪なタイミングだと思った。

　改めて自分の油断が招いたことに悔しい気持ちと怒りがふつふつと湧き起ってくる。

（やっぱり、嫌だ……嫌だよ……。こんな最低最悪なヤツに初めてを奪われるなんて……！）

　美桜は自分を叱咤し奮い立たせると、布団の上に投げ出されていた手を握りしめ、右腕を振り上げて男の頭目がけて一気に振り下ろした。

　ゴッ！

『イッ！』

　一瞬ひるんだ隙に体を起こして立ち上がると、壁際まで下がって男から距離を取った。

『……っ……クッ……てめぇ……！』

　男はますます顔を歪ませ、怒りを露わにした。美桜の必死の抵抗は、火に油を注いでしまったようだった。

（どうしよう……。このあとは……）

　バンッとものすごい音と共に、美桜のすぐ横にあった襖の一枚が倒れてきた。不意を打たれた美桜は思わずビクッとしてしまった。

「きゃっ！」

　襖が畳の上に着かないうちに、強い風が吹き抜けていく。

（え……？）

　何が起きたのか全く理解できなかった。

　室内でこんなに強い突風が吹き抜けることはまずあり得ない。けれど、ほんの一瞬ではあったが、白とも青ともつかない何かが突風と共に視界の端を駆け抜けていったのは確かだ。

　その正体を確かめようと、突風が吹き抜けたその先に目を向ける。

『ぐああああああああっ！　離せ！　離し……やがれぇ……！』

　先程まで美桜をいたぶり、暴虐の限りを尽くしていたあの男の肩に、青い炎をまとった狼が噛み付いていた。男は耐え難い激痛に悲鳴を上げ続け、手足をバタバタと動かして激しく暴れていた。

（っ……あれは……何？）

　青い炎をまとっている時点で普通の狼ではない。おそらく、あの狼も男と同じく『この世のモノ』ではないのだろう。見た目は狼にそっくりだが、狼にしては体が大き過ぎる。

　狼の体長は八十センチから八十五センチと言われている。

　しかし、あの青い炎をまとった狼の体長は優に百二十センチは超えている。もしかすると虎をも凌ぐ大きさかもしれない。フサフサとした見事な毛並みの間から黒い模様が浮き出ている。黒い模様は目元と首辺りの二か所にあり、神社仏閣の建物に彫り込まれている唐草模様によく似ていた。

　それらが狼に威厳と風格を与え、男の肩に食らいついている姿はとても恐ろしいはずなのだが、どこか神々しささえ感じられた。

　美桜はますます困惑するばかりだった。

　この狼はなんなのか……。単なる『狩り』の延長なら次は自分の番だ。でも、もしかしたら自分を助けてくれたのかもしれない……。

　もちろんそれは希望的観測に過ぎないのだが、美桜の心の中でそういった恐怖と希望がせめぎ合っていた。

　狼はグルルルルッと唸り声を上げながら、決して男を離そうとしなかった。それどころか、男に噛みつきながら、視線を美桜の方へと向けてきたのである。

（…………！）

　やっぱり次は自分の番だと思った。

　逃げ出そうとしたが、脚がガクガクと震えて下がることも踏み出すこともままならない。

　たとえ、脚が動いたとしても、あの獣から逃げおおせる自信などなかった。

（私も……食べられちゃうの？）

『う、うううっ…………』

　狼に食らいつかれた男は、今もだらだらと血を流し続けている。

　ロシアやカナダの森林地帯ならいざしらず、日本の……しかも東京の屋内でこのような光景を目にするとは誰が想像できただろう。鼓動が早まり、体中の血管でドクドクと血が脈打っているのを感じた。

「蒼えう炎えん……」

　姿は見えなかったが、倒された襖があったであろう場所からその声は聞こえて来た。

（!?　……この声……）

「それは処分して構わない。不味かろうが、少しはお前の糧になるだろう」

　美桜は声のする方へとゆっくりと首を動かした。

「…………。先生……？」

　落ち着いた紺青色の和服に錆浅黄色の羽織……。そこには見慣れた姿があった。

　美桜は自分の胸が露わになっていることを思い出し、慌てて浴衣の前を合わせて胸を隠した。落ちていた帯も引き寄せ、簡単に結びつける。

　蒼炎と呼ばれた獣に再び視線を戻すと、そこには恐ろしい光景が広がっていた。

『グウゥ……ガウッ！』

『ぎゃああああああああああああ――――――――!!』

　狼は、男の肩から口を離したかと思うと、すぐ横の首筋に鋭い牙を突き立てた。

　男は再び恐ろしい悲鳴を上げて、もがき出した。けれど、徐々にぐったりと力なく四肢を投げ出したかと思うと、男の体は徐々に透け、やがて跡形もなく消えていった。

「ご苦労だったな、蒼炎……」

　藤一郎は蒼炎にねぎらいの言葉をかける。口元についた血を舐めとっていた蒼炎は、のっしのっしと大きな体を揺らしながら、藤一郎に近付いてくる。

　自分の方に近付いて来る蒼炎に驚いた美桜は藤一郎の着物の袖を強く握った。

「心配するな。お前に危害は加えない」

　藤一郎の言葉通り、蒼炎は美桜には目もくれず、藤一郎の右手をぺろりと舐めた。

　固まった美桜の視界には、ご機嫌そうにゆらゆらと揺れる蒼炎の尻尾が映っていた。

　藤一郎が蒼炎の頭を撫でると、蒼炎は青い炎に変化し、一瞬で消えてしまった。

（今の……何？　狼みたいなのが、部屋に飛び込んできて……それから……）

「佐伯、いつまで呆けているつもりだ」

「…………」

「チッ！」

　ドッ

「きゃ……！」

　呆けていた美桜は完全に不意打ちを食らった。壁に叩きつけられるような形になって背中がじんと痛んだが、それよりも藤一郎に捕まれた手首の痛みの方が強かった。

　一瞬の出来事にどうしてそうなったのか分からず、美桜はぽかんとした表情のまま固まっていた。藤一郎は鋭い目線を美桜に向けてきた。

「バカかお前は……。あんなヤツに体を許すなど言語道断だ」

（え……何……？　なんで怒ってるの？）

　自分は先程まで男の幽霊に襲われていて、そこへ飛び込んできた『蒼炎』と呼ばれる狼が男の首に噛みつくと、男は断末魔の声を上げて消えていった。

　狼は藤一郎に懐いている様子で、甘えた仕草を見せていた。その狼の正体はわからないままだが、藤一郎とその狼のおかげで大切なものを失わずに済んだ。

　この一連の流れの中で、なぜ自分がここまで責められているのか……。確かに、一瞬自暴自棄になりそうになったが、最後まで抵抗し続けた。本来なら礼を言うべきところを呆けていてすぐに礼を言えなかったことを怒っているのだろうかとも考えたが、藤一郎の言葉がそれを否定していた。

　普通は暴漢に襲われていた美桜を慰め、労わるものではないのか……。

　それが、一方的に責められて怒りをぶつけられるのは、あんまりと言えばあんまりだと思った。美桜には藤一郎のやっていることは理不尽としか思えなかった。

　抗議しようと口を開きかけた美桜だったが、唇を引き結び、眉を寄せて苦しげな表情を浮かべている藤一郎を見て、言葉に詰まってしまった。

　怒っているというよりは、痛みに耐えているような顔だ。

「…………っ」

　怒っているかと思えば辛そうな顔をする……。そんな藤一郎の姿に、美桜は戸惑わずにはいられなかった。抵抗することも忘れ、ただじっと藤一郎の顔を見つめていた。

「なんだ、その顔は……」

「だって、先生が辛そうで……。なんでかなって思ったら、つい……」

「…………。お前、この状況を理解した上で本気で言っているのか？」

「それはもちろん……」

「っ……呑気なことを……！」

「先生、言ってることとやってることが矛盾してます……」

「矛盾、か……。そうだな。確かに、矛盾している」

　思うところがあったのか、自虐的な笑みを浮かべる。

　それでも藤一郎は美桜を押さえつけたまま、力を緩めなかった。捕まれた両手首の痛みが強くなってくる。

「あの、とりあえず手を離してもらえないでしょうか？」

「駄目だ」

（ええええ…………）

「じゃあ、どうしてそんな辛そうな顔をしているのかだけでも、教えてもらえませんか？」

　美桜は頭を傾け、藤一郎の目をじっと見つめる。急かしても答えは出ない。長期戦も覚悟で待つしかない。

　しばらくすると、眉間に皺を寄せたままだった藤一郎がゆっくりと口を開いた。

「お前の背後に不愉快な気配を感じてはいた……。だが力も弱っていたし、たいしたものではないだろうと高を括って、結局こんな目に合わせてしまった自分に腹が立つ。それと、お前が他の男に好き放題触られていたのも腹が立った。人に振り回されるのは嫌いだ。なのに、お前に振り回されている俺はなんだ?!」

（…………。それってもしかして……）

　トクンッと胸が高鳴った。美桜の中に淡い期待が芽生え始めた。

「もやもやとして胸がむかついて気分が悪い。お前……俺の家に他の男を上がり込ませるとはいい度胸だな」

「えっ!?」

　藤一郎の八つ当たりのような物言いに、一気に現実に引き戻された。

「ちょ、ちょっと待ってください！　それって私のせいになっちゃうんですか？　あの幽霊が勝手に……んっ…………んぅ……」

　『ついてきた』という言葉は、強引に重ねられた藤一郎の唇によって封じられてしまった。突然のことに目を瞑るのも忘れてしまう。

（嘘……。私、今……先生にキス、されてるの？）

　近過ぎて藤一郎の顔はよく見えないが、自分がキスをされていることは認識できた。

　唇から伝わる藤一郎の体温はとても心地よく、その感触は思いのほか柔らかかった。

「分かってる……。でも、この苛立ちはお前が原因なのだから、仕方がない」

　答えは求めていないのか、言うだけ言って再び唇を重ねてきた。

　美桜は自分の心臓がトクンッと大きく跳ね上がるのを感じた。別にこれが初めてのキスではない。好きな男に不意打ちで唇を奪われ、恥ずかしさも相まって体がカッと熱くなった。

　美桜は息をすることも忘れ、されるがままになっていた。半ば強引に重ねられた唇だったが、どこか優しく……愛しむような触れ方だった。

　たとえ重ねるだけのキスであっても、美桜にとって藤一郎とのキスは刺激的だ。藤一郎にキスされているという自覚が美桜の体を益々熱くした。

「ん……っ……は…………ん……」

　一度離れてもすぐにまた重ねられる……。離れがたいとでも言うように、藤一郎は何度も美桜の唇をついばむ。藤一郎に触れられた唇から、くすぐったいような痺れが体中に広がっていく。やがて痺れは、ゾクゾクとなんとももどかしい快感へと変わっていく。

　無遠慮に与えられるその感覚に次第に頭がぼーっとしてくる。足元がふらつき、立っているのもやっとの状態だ。

　しばらくすると、藤一郎の唇は美桜の唇からゆっくりと離れていった。

「……は……っ！　はあ……はあ……」

　キスをされている間、驚きのあまり息をし忘れていた美桜は酸素を取り込もうと大きく息を吸っては吐き出すことを繰り返した。ドクドクと心臓が激しく脈打ち、全速力で走った時のような息苦しさだ。

　藤一郎に腕を掴まれていなかったら、崩れ落ちていたかもしれない。

「息ぐらいしろ……。キスは初めてか？」

「ち、違いますけど……。いきなりするからビックリして……」

「…………。なんだ、初めてじゃないのか。つまらんな……」

「……!?」

　ファーストキスではなかったのがそんなに面白くなかったのだろうか……。

　藤一郎はつんとそっぽを向いてしまった。同意を得ることもなく、無理やり唇を奪ったことに対して悪びれる様子もなく、美桜が悪いかのような言い方にさすがに腹が立ってきた。

「っ!!　もう……！　先生、言い方！　勝手にキスしといてなんですか、それ！」

「お前が鈍いのが悪い。だから、行動で示してやっただけだ」

「やっただけって……世間一般的に、同意のないキスをいきなりしてきた犬飼先生の方が悪いと思いますけど？　私、間違ってます？」

「ふん……」

　図星を指されたのを隠すように、黙り込んでしまった。

（――――っ！　だ～か～らぁ！　なんでそんなに偉そうなの！　っ……じゃなくて……）

　ここで言い合いをしたら、聞きたい事が聞けなくなってしまうかもしれない。気持ちを落ち着かせようと、一度瞼を閉じて深呼吸した。

（よし……）

　気持ちが少し落ち着いたところで目を開けると、藤一郎がじっと美桜を見据えている。

　キスをした直後と同じくらいの距離に藤一郎の顔があった。

「あ、あの……顔が……顔が近いです……」

「そうか？」

「はい……」

　藤一郎からキスされただけでもドキドキしているのに、壁に縫い付けられるように拘束されている姿勢がまたなんとも恥ずかしい。藤一郎との距離も鼻先わずか十五センチ程度しか空いていない。

　藤一郎に対して淡い想いを抱き始めてから何カ月が経っただろう……。無愛想ながらも、時折見せる優しさや紳士な振る舞いに何度もドキッとさせられた。最初は藤一郎の整った容姿に惹かれた部分も確かにあった。

　だが、一緒に過ごす時間が増えれば増えるほど、見た目よりも犬飼藤一郎の人柄に惹かれるようになったのだ。そんな藤一郎の顔が間近にあって冷静でいられるわけがない。

　美桜は思わず目を逸らしてしまう。一方で、その反応を観察でもするように藤一郎はじっと美桜を見つめていた。

「…………」

「ううっ……なんか言ってください。恥ずかしくて顔から火が出そうです……」

「お前……」

「!?」

　少し前まで藤一郎の自分への気持ちに期待を募らせていたはずなのに、今度は自分の心の中を見透かされそうになって焦った。

「もうっ！　いい加減離してください！　先生のいじわる！　バカァ――――！」

「なっ！　バカとはなんだ、バカとは！」

「だって、先生もう気付いてるんでしょ!?　私の気持ち、分かってるくせに……知らないふりするなんて酷いです！　私をからかってそんなに楽しいですか!?」

「だ、誰もそんなことは言っていないだろう！」

「じゃあ、なんです!?　その気がないなら思わせぶりなんてしないでください！」

　ほろほろと涙が溢れてきた。恋は人を不安定にさせる。ちょっとしたことが期待から不安へと変化させ、相手を困惑させるものだ。美桜もそれはよく知っているはずだったが、自分の気持ちを吐き出さずにはいられなかった。

（あんな風に言うつもりなんてなかったのに……）

　喧嘩腰で言い合いをしてしまって、この後どうすればいいのか分からず、美桜は顔を上げることができなかった。

「っ…………。ああ、クソッ！　こんなにも恥ずかしいものだったのか！」

「…………？」

　額に指をこつんと当てて、恥ずかしさに耐えるように俯いてしまった。

　何かを振り切るように頭を振ると、藤一郎は美桜に真っ直ぐに向き合った。

「お前、俺のことが好きか？」

「……え?!」

「好きかと聞いている」

「え、ええええええっと、そのっ……ご、ごごごめんなさい！」

「なんで謝る……」

「だって、公私混同はクビだって……」

「いいから質問に答えろ。どうなんだ？」

「っ……はい……。最初は、怖い先生だなって思ったんですけど、先生のことを知れば知るほど好きになっていって……。でも、私は先生のマネージャーで……私が先生のことを好きだなんて……言ったらクビになっちゃうから……」

「…………はあ……」

　藤一郎は目を伏せ、軽く溜息をついた。

　美桜の手首からも手を離し、彼女を解放した。

　しかし美桜にとってそれは、クビ宣告に近いものだった。一時の感情に任せて想いを吐露してしまったことを後悔せずにはいられなかった。

「……呆れ、ましたよね？」

「……そうだな」

（ああ、やっぱり……）

「俺に断りもなく、勝手に決めたことにな……。おかげで俺は、知らないうちに失恋するところだったんだ」

「え…………」

「俺もお前が好きだ……と言っている」

「!?　え？　えええっ!?」

　藤一郎のその言葉が、頭の中でぐるぐると何度も何度も繰り返される。

「今頃気付いたのか……。やっぱりお前は鈍い女だな」

「分かりにくいです！　それならそうとハッキリ言ってください」

「言っただろう」

「聞き直してからですよね!?」

「…………ゴホンッ。まあ、そうだな」

　思い返してみると確かにそうだったと藤一郎は、バツが悪そうに咳払いをした。

「お前のこととなると、どうも調子が狂うんだ……」

　時々藤一郎の様子がおかしかったのは、自分を意識してのことだったと知って美桜は嬉しくなった。

「……あの、先生はいつから？」

「はじめは、お前の熱意に興味を持ったことがきっかけだったのかもしれない。俺のマネージャーをやろうという奇特なヤツは一体どんなヤツなのかと思っていた。俺の見た目や立場、金目当てで近付いて来る女はたくさんいたが、そいつらとお前はどう違うのかを知りたくなった」

「私を、ですか……？」

「ああ……。お前に近寄る男が目障りに思えるようになったのはいつの頃からか……。なのに、お前ときたら人の気持ちなどお構いなしで、桐吾の口車にも簡単に乗せられるから性質が悪い。ストレスで胃に穴が開くかと思ったぞ」

　そう言って藤一郎は苦笑を浮かべた。自分の気持ちを述べる藤一郎などこれまで見たことがない。素直に受け入れていいのか、美桜は戸惑っていた。想いを告げてはいけない相手とまさかの両想いになったなどと、すぐに信じていいものか……半信半疑だった。

「さて、互いに想い合っていたのならもう遠慮は不要だな」

「………っ」

「俺の言葉が信じられないか？」

「だって、こんなの夢みたいでどうしたらいいのか分かりません」

「俺が……誰彼構わず甘い言葉を吐けるような人間ではないのは、お前も知っているだろう？」

「それは、そうなんですけど……」

「この感情は自分なりに分析した結果だ。お前のことを考えると、眠れなかったり不安になったこともあった。そして何より、お前にずっと触れたいと思っていた」

「先生……」

「決して一時の感情や性的な目的のために、口説いているつもりはないんだが……」

「性的な目的って……。表現が直球過ぎませんか」

「まあ、それはそうなんだが、あやふやな言葉よりハッキリ伝えた方が効率がいいだろう？」

「クスッ……先生らしいですね」

「周りの連中が言うには、俺はリアリストらしいからな。ロマンチックな言葉や行動を求められるのは苦手だ」

「でも、たまには言ってほしいです。リアリストな先生も素敵ですけど、たまにはロマンチックな言葉も聞いてみたいです……」

「……善処しよう」

　藤一郎は再び美桜に近寄ると、鼻が触れるか触れないかの距離で静止した。

「キスをしてもいいか？」

「……はい」

　目を瞑ると、軽く唇が触れ合ったのを感じた。

「今度はちゃんと許可を取ったのだから、文句は言わせないからな」

「言いませんよ……。先生の気持ちも教えてもらいましたから」

「先生はやめろ。名前で呼べ」

「いや……それはその……そ、そんなこと言われても、たぶん急には無理じゃないかと」

「なら、俺が言わせてやる」

　そう言って藤一郎は再び美桜の唇に自分の唇をそっと重ねてきた。

　始めは互いの体温を確かめるように軽く触れるキスを何度も繰り返す。やがて角度を変え、唇を食むようなキスに変わる。今度は息が上がらないように、タイミングを見計らって上手に呼吸を繰り返しながら二人はキスで想いを伝え合う。

（気持ちいい……。好きな人とするキスって、こんなに気持ちいいんだ……）

「ん……っ……ん…………はっ……んんっ…………んふっ……」

「は……あ……。口を少し開けてみろ……」

　言われた通りに少しだけ口を開くと、藤一郎の温かい舌が美桜の口の中へとそっと差し入れられた。口内を優しく撫でるように舐めるその動きは、少し遠慮がちに思えた。

　脅かさないように、気遣ってくれているのだろうが、美桜にとってそれはとてももどかしく感じた。藤一郎から与えられるその熱を、もっと感じたいと思った。

　美桜は藤一郎の舌に自ら舌を絡ませる。

「……!?　んっ……んんっ…………はっ…………あ……」

　ねだるように絡んでくる舌の動きに、藤一郎の息が少し荒くなった。

　舌を絡ませながら、藤一郎は美桜の背中に手を回してさらに体を密着させた。

（あ…………）

　体が密着したことで、着物の上からでも分かるほど硬くなったそれに気が付いた。触れていいものなのか分からなくて、少し腰が引けてしまう。

　美桜の気持ちを知ってか知らずか、藤一郎は美桜を抱き締める腕に力を込める。

　情熱的な口付けに、力強い抱擁に美桜の気持ちも高ぶっていく。

「これ以上先は、止められなくなる……。それでもいいのか？」

　藤一郎の言葉の意味はすぐに理解できた。

「はい……」

　とろんとした眼差しを藤一郎に向けたまま、恥じらいながらもハッキリと答える。

　まるで合図のように美桜から口付けられ、それが藤一郎の中に火をつけた。






◆◇◆






　藤一郎に促されて乱れた布団の上に立つと、再びキスをされた。

　キスをしながら膝を折り、座らされたかと思うと、背中を腕で支えられながらゆっくりと押し倒された。

　布団の上であおむけになった美桜を、藤一郎が見つめている。その瞳はどこか野生的で獲物を狩る獣のようだった。

　ゾクゾクと痺れに似た感覚が背中や腕、指先にまで広がっていく。今まで男に押し倒されてこんな痺れを感じたことはなかった。

　もちろん、合意ではなく、無理やり与えられる人ならざる者たちからの暴力だったからというのもあるが、藤一郎から与えられるそれは明らかに違っていた。

　期待とほんの一握りの不安が入り混じり、緊張で喉が渇き始める。

「先生……」

「藤一郎だ……。まだ、言えないか？」

「っ……と、藤一郎……さん……」

「いいだろう。合格だ……」

　藤一郎は美桜の上に覆いかぶさると、唇に優しいキスを落した。

　額……頬……と、何度も優しいキスを繰り返す。そうしているうちに、美桜の緊張が少しずつ解けていった。

「お前、もしかして初めてか？」

「はい……」

　一瞬、目を見開いたものの、すぐに目を細めて『そうか』と嬉しそうに微笑んだ。

「優しくする……。何かあれば、すぐに言え」

「あのっ……」

「ん……？」

　それは、今まで見たことがないとても優しい笑顔だった。

（先生……じゃなくて、藤一郎さんってこんな顔するんだ）

「いえ、なんでもないです……」

「そうか……。んっ……」

　美桜の首筋にそっと口付けると、そのまま唇で食むように刺激を与えてくる。ゆっくりと耳へと移動していくと、耳の形を楽しむように、舌を這わせていく。

　時折、耳の中を荒々しく舐るその音に美桜は体を震わせた。

「んん――――っ！　っ……はっ……はあ……や……あっ……んんっ」

「ふっ……随分感じやすいな……。耳を舐めただけで、そんなになるのか」

「だって……」

「だって、なんだ？」

「音が響くんです。耳の中で……」

　藤一郎の舌が動くたびに、濡れた音が耳の中でいやらしく響く。その音につい体に力が入ってしまう。藤一郎は美桜の頭を優しく撫でながら、額にキスをした。

「緊張しなくていい……と、言っても難しいかもしれないが、心配するな。お前の嫌がることはしない。だから、力を抜いて素直に感じてみろ」

「はい……」

　藤一郎の言葉には、できるだけ怖がらせないように配慮しようという気遣いを感じた。

　自分にはこういった経験がない。どうすればいいのか全く知識がないわけではないが、実際に与えられる快感に戸惑うばかりだ。

　それを察してくれているのか、藤一郎は落ち着いた様子でリードしてくれる。

（私……藤一郎さんと……）

　いつの間にか不安は消え、藤一郎から与えられる快感に身をゆだねていた。

　首筋にゆっくりと舌を這わせながら、浴衣の上からそっと胸に触れてくる。

「っ！　……ん……」

　手で軽く包むように掴むと、下から上へと円を描くように優しく押し上げるように揉み始める。時折、その先端を指で擦られると悶えずにはいられなかった。

「あっ……んっ…………っ……は……あっ……んっ」

　藤一郎から与えられる刺激によって、自然と声が漏れてしまう。ゆっくり……確実に高められていく。布越しなのが少し物足りなくて、直接触ってほしいと思ってしまう。

「んんっ！　あ……あっ……藤、一郎さん……」

「もどかしいか？　そうだろうな、上から触っていても分かるほど、ここは硬く尖ってきている」

　鎖骨の窪みを舌でなぞるように舐めながら、雑に結ばれた美桜の浴衣の帯を解いていく。シュルシュルと帯が擦れ合う音が官能的なものに思えてしまう。

　留めるものがなくなった浴衣は、指で摘み開いてやればさらりと白い柔肌の上を滑り落ちていく。

　腰元を覆う下着以外、美桜の体を隠すものはほぼ無くなってしまった。

　藤一郎に裸を見られるのが恥ずかしくなって、手で顔を覆ってしまう。

「隠すな……。これではお前の顔が見られないじゃないか」

「だって、恥ずかしいです……。私ばっかり、こんな……」

「愛されるのは恥ずかしいことではない。俺は、お前の全てを見てみたい」

　求められて嫌な気がするわけがない。

　ただ、これまで隠してきた自分の気持ちをさらけ出すようで、羞恥心でバラバラになりそうなほど恥ずかしくてたまらない。

「綺麗だ……」

　藤一郎の手が直接胸に触れてくる。それは、布越しに触れられていたのとは比べ物にならないくらい衝撃的だった。

「っ！　ちょっ……ちょっと待ってください！　なんか、変です……」

「変？　何が変なんだ？」

「先生の手から伝わる体温というか、触られたところがゾクゾクってなってさっきより敏感になっているみたい……んあっ！」

　最後まで言い切れなかったのは、藤一郎が乳房を口に含み、舌先に歯を軽く立てたからだった。思わぬ刺激に、意図しない声が漏れ出てしまった美桜は、顔を真っ赤にして怒り出した。

「もうっ！　先生のせいで変な声出ちゃったじゃないですか！　さっき嫌なことはしないって……」

「……先生に戻ってる」

「あ…………」

「だからこれはお仕置きだ。また先生に戻ったら噛むからな」

「えええええ……」

「えええ……じゃない。敏感なのは結構だが、お前はもう少し我慢を覚えた方がいい。感じる度に一々止められていては先に進めないだろう」

「…………」

　まったくもってその通りだ。ぐうの音も出なくなった美桜は、唇を尖らせた。

「そんな顔をしても止めてやらんからな。後学のために教えておいてやる。上目遣いで唇を尖らせたところで可愛いだけだぞ」

　先程噛まれた部分にちゅっと音を立ててキスをする。

「あぁ、んっ！」

　ぶるっと震えるその反応を楽しむように、そのまま舌で先端を刺激し続ける。

　強く吸い上げたかと思うと、歯が当たらないように唇で乳房を食みながら、先を舌でチロチロと舐めてくる。

　一方で空いている乳房を手で揉みながら、こねるように先端を揉んでは硬さを楽しんだ。

「はっ……んうっ……ああっ！　ん……やっ……は……あんっ！」

　乳房から首筋へと舌を這わせて、耳朶を口に含んで弄ぶ。美桜は喉を逸らせて、シーツの上で脚を滑らせる。

　藤一郎がじっと瞳を見つめてくればキスの合図――――。

　唇を薄く開いて藤一郎の舌を受け入れる。ぬるりと湿った温かい舌が、美桜の舌に絡みつき、時折上顎を舐める。

　口内を犯している間も乳房への愛撫はやめない。人差し指と中指で乳首を挟み、上下に擦っていたかと思うと、親指で円を描くようにこねる。

「ああっ……んっ……あっ……もう……胸ばっかり……！　あっ……あっ……あっ！」

　次々と与えられる刺激に、腰が揺れ動く。まだ隠れているそこがじゅんと疼き、少しずつ溢れ出してきている体液が下着をしっとりと濡らし始める。

　そして、それを待っていたかのように藤一郎の左手が腹部へと下がっていく。

「あっ！」

　藤一郎の指が下着の上から陰核に触れた瞬間、痺れるような刺激が腹部に向けて走った。

「自分でここを触ったことはあるか？」

「っ……ない……です……」

「下着の上からも……？」

「…………それは……」

「あるんだな？」

「はい……」

　恥じらいながら答える美桜の姿に、藤一郎はにやりと笑った。

「なら、ここがどれくらいいいか教えてやる」

「え？　……あっ！　はあっ……んん――――っ！」

　陰核を押しつぶすように指でこねていたかと思うと、その下の花唇へと指を滑らせ、またしても人差し指と中指を揃えるようにして擦り始める。

「やあっ！　それ……駄目っ……だ……めぇ……！」

「気持ちいいだろ？　口では駄目と言いながら、ここは随分濡れそぼっている」

「言わないでください……。恥ずかしくて、死んじゃいます……」

「これくらいで死にはしない。もっと気持ちよくしてやる……」

　今度は下着の中に手を入れると、淡い茂みを抜けて陰核に直接触れてくる。

「っ!?」

「まだだ……。この程度で驚かれては困る」

　陰核のさらに奥……。花唇を指でゆっくりと擦る。

「はっ！　あっ……ああっ……強く擦らないで！　まだ……はあっ……んんっ！」

　藤一郎が徐々に動きを速めていくと、すでに濡れていたそこは水音を立て始める。

　指を滑らせるには十分濡れていることを確認すると、花唇を割り開き、浅いところを指で撫でるように刺激する。

「濡れ始めてはいるが、これではまだ十分とは言えない」

　藤一郎は上半身を起こすと、美桜の脚を開かせ、膝の裏に手を添えると一気に持ち上げた。

「やあっ！　駄目っ……見ないで！」

「そんなに恥じらう必要はない。お前のここはとても美しい……。誰にも汚されていない純真無垢な部分だろ？」

　眩しそうに目を細めて美桜の秘部を眺めると、そこに顔を寄せて舌を突き出すと、左右の花唇を交互にゆっくりと舐め上げていく。

「んん……んっ…………っ……はっ……はあ……。んっ……んっ……はっ……」

　まるで甘かん露ろでも舐め取るように、藤一郎は美桜の花唇とその間を一心不乱に舐め続けた。漏れ出るそれだけでは足りないと、さらに花唇の間に舌を差し入れて吸い上げる。じゅるじゅるっと淫らな水音が部屋の中に響き渡った。

「ひっ！　ああああっ……だ……めぇ……吸わないでぇ！　あっあっ……んうっ！」

　美桜の嘆願も空しく、藤一郎は攻めの手を緩めなかった。

　陰核を舌で舐り、美桜の目元に涙がにじむほど弄んだ後、擦ればくちゅくちゅと音を立てる蜜壺に人指し指をゆっくりと潜り込ませる。まだ何も受け入れたことのないそこは狭く、少しの抵抗はあったものの、指の根元まで入れられた。

　生まれて初めてそこを拡げられた美桜はくぐもった声を上げるばかりで、未知の刺激に耐えているようだった。

「痛くないか？」

「っ……ふっ……。大丈夫、です……」

「指を増やして慣らしていく……。痛かったら言えよ？」

「はい……。でも、少し怖いです」

「大丈夫だから、怖がるな……。指で慣らさないと、痛い思いをするのはお前なんだ。だから、力を抜いて少しの間我慢してくれ」

　美桜はコクリと頷き、強張りそうになる体の力を抜いてじっと待った。

　一旦人差し指を抜き、緊張を解きほぐすように花唇を時に優しく、時に荒々しく擦っては快感を高めていく。

　美桜の唇から再び声が漏れ出すのを待ってから、指を二本に増やして再び中へと差し入れた。

　最初はゆっくりと動かしていたが、すぐに中の肉壁を擦るように勢いよく抜き差しを繰り返した。ぐちゅぐちゅと激しい水音が美桜の耳にも届いて羞恥心を煽る。

「あああああっ！」

　美桜が背中を仰け反らせて快感に打ち震えた。

　逃げるように腰を引いても藤一郎はそれを許さず、中を激しくかき混ぜる。

「あぁっ……やあああっ……それ、だめぇ……あっ……あっ……あああっ！」

　あまりに激しい攻めに耐えきれず、美桜の口からひっきりなしに嬌声が漏れる。

　そんな媚態を眺めているうちに、藤一郎の中で興奮が高まっていく。堪らず、美桜の膝に口付けると、そのまま内腿に移動して白い柔肌を強く吸い上げる。
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　チリッとした痛みが走ったが、今はそれどころではない。激しくかき回され、声を上げ続けていた。喉がカラカラに乾ききっていたところに、藤一郎からキスされ、むさぼるように舌を絡め合った。

「んんんっ……ん……はっ……あ……ん、んっ……はあ……あっ」

　口内に溜まった唾液をゴクリと飲み込むと、一時的にではあるが喉の渇きが癒された。

　藤一郎は手際よく着物と下着を脱ぎ捨てると、美桜の目の前に裸体を晒した。

　隠すものがなくなり、とうに硬くなっていた陰茎が存在感を示していた。

　美桜にとっては男性のそれを見たのは初めてだった。そして、着物で隠されていた逞しい藤一郎の裸体に思わず見入ってしまう。

「そんなに見るなよ……」

「だって、初めて見たから……。男の人のってこんなになるんですね……きゃっ！」

　急に覆いかぶさられて驚いた美桜は、つい声が出てしまった。

　藤一郎が美桜の顔のサイドに両手をついて、見下ろしてきた。

「本当にお前はマイペースというか、呑気というか……。体の準備はしてやったが、心の準備はどうなんだ？」

「あ…………」

　藤一郎から与えられた快感に翻弄されてすっかり忘れていた。

「お前なあ……」

「えっと……準備は、今できました。もう、怖くありません。藤一郎さんにお任せします」

「……分かった。少し辛いかもしれないが、我慢してくれ」

「はい……」

　藤一郎は着物の袖からゴムを取り出すと、己のそれに装着した。

「あの、そういうのっていつも持ってるんですか？」

「っ！　いや、いつもではないが……大人のマナーとしてだな……」

「ふふっ……。紳士な藤一郎さんが初めての人でよかったです」

「それは最高の褒め言葉だな」

　そう言って、美桜の蜜壺に陰茎をあてがい、ゆっくりと突き進めていく。

　指とは比べものにならないそれは、ゆっくりとだが半ば強引に美桜の中に侵入してきた。

　だが、途中でこれ以上の侵入を阻むように当たるものがあった。

「…………。辛かったら、爪を立ててもいいからな」

「でも……」

「お前だけ痛みを感じるのは不公平だからな」

「っ……はい……」

「では、行くぞ……。ふ……うっ!!」

　藤一郎は阻むそれを突き破るように、力強く腰を押し進めた。

　美桜は自分の中で、ブツッと何かが破れる音が聞こえた気がしたが藤一郎は途中で止めることなく根元まで一気に突き入れた。

「いっ……たっ……っ……ふっ……んんんっ！」

　今まで感じたことのない部分に痛みを感じ、息も絶え絶えに歯を食いしばって耐える。痛みのせいか、美桜の額には汗が薄っすらと浮き、まつ毛は涙で濡れていた。

　美桜を慰めるように、藤一郎は額に何度もキスをした。

「んっ……はっ……はっ……はあ……」

「すまない……。だが、これで全部入ったぞ……」

「はい……っ……ん……ふ……っ」

「痛むのか？　一度抜いた方がいいかもしれないな」

　美桜の苦痛を和らげようとゆっくりと腰を引き、肉棒を抜こうとした。

「待って……！」

「しかし……」

「大丈夫です……。せっかく藤一郎さんと一つになれたのに、離れたくないです」

「っ……！　美桜……」

「!?」

　自分の名前を呼ばれるのがこんなに嬉しいことがあっただろうか……。

　美桜の心の中にふわりと温かな光が灯る。

「藤一郎さん……。もっと、名前……呼んでください」

「美桜……美桜……」

　藤一郎の声が体に染み渡っていくような感覚に襲われる。全身がぞくぞくと痺れるような感覚に体を震わせた。

「あっ！」

「どうした？　辛いのか？」

「あの……んっ……ふうっ……」

　美桜はぎゅっと目を瞑った。それと同時に、無意識に肉棒をぎゅぎゅっと強く締め付けてしまう。締め付けられた藤一郎は苦しげに顔を歪めた。

「っ！　ん……美桜……そんなに、締めるな……はっ……ん……」

「そんなこと……っ……言われても無理……あっ……あっ……」

　強過ぎる刺激から逃れようと、つい腰を動かしてしまう。それによって、媚壁が張りつめた肉棒を擦り、自分ではどうにもできない状態に陥ってしまい、少しパニック状態になってしまった。

「ああっ……や……っ！　なんで……」

「クッ！」

　藤一郎も強く締め付けられ、うっかり達しそうになってしまう。いつもとは違って敏感過ぎる己を叱責するように歯を食いしばり、グッと息を詰めて堪える。

「やっ……！　あっ……あっ……痛いのに、変な感じがして……私、どうしたら……藤一郎さん……！」

「落ち着け……っ……！　心配ない……。お前の体が少しずつ慣れてきて、ちゃんと感じられるようになっただけだ」

「……本当に？」

「ああ……」

　それを聞いて安心したのか、強張っていた体から力が抜けていく。痛いくらい締め付けてそこからも力が抜け、藤一郎も安堵の息を吐いた。

「ごめんなさい……。藤一郎さんも痛かったですよね？」

「いや……。俺は……痛いというより、気持ち良過ぎてうっかり達しそうになって焦った」

「っ!?」

　美桜の頬がぶわっと一気に紅色に染まった。

「言っておくが、俺は早漏ではないからな」

　そんなことを真顔で言われて、思わず吹き出しそうになった。

「っ……やだ、藤一郎さんってば。そんなこと思ってませんよ」

「そうか、ならばよし」

「…………」

「ん……？　どうした？」

「あの……中はあんまり痛くなくなってきたんですけど、その代わりに……ムズムズするというか……」

　美桜の言葉の意味を藤一郎はすぐに解した。

「お前は順応するのが早いな……。痛みが弱くなったのなら、動いても大丈夫だな？」

「はい……」

　藤一郎を招き入れるように膝を開き、力を抜いてみる。

　美桜の顔の脇に両手をつくと、中にある肉棒を半分ほどずるりと抜いたかと思えば、再び狭い媚壁を割り開くように押し込む。

「はっ……ああっ……んっ……んっ……」

　慣らすようにしばらくはゆっくりと丁寧に抜き差しを繰り返す。擦られることで蜜が益々溢れ出して、二人の間でぐちゅりぐちゅりと卑猥な音を立てている。

「美桜……美桜……」

「藤一郎さん……！」

　初めては痛くて気持ちよくないという話を聞いていただけに、こんなにも感じている自分は普通ではないのだろうかと一抹の不安を覚えたが、藤一郎から与えられる快感にそんな不安はすぐにかき消された。

「こんなに濡らして……そんなにいいのか？」

「んんっ……はっ……あああっ！　っ……気持ち、いい……です……。んっ……んっ……藤、一郎さんは……気持ちいい……ですか？」

「ああ……。お前の中はすごく熱くて、時折挑発するように締め付けてくるからな。うっかり達しないように、気が抜けない……」

「もっと……強くしても、大丈夫ですから……もっと、藤一郎さんを感じたいです」

「……そんなことを言って、あとで……っ……後悔しても知らないからな」

「後悔なんてしません……。するわけないです……。だから……」

　二人は引き合うように唇を重ね合わせると、舌を絡ませて激しく求め合う。

「んんっ……んっ……んう……はっ……はっ！」

　美桜の両膝の裏に手を差し入れると、ぐっと力を込めて持ち上げる。

　腰が少し浮く形になり、これまでとは違った角度で肉棒を突き入れられる。

　上の方を擦られた途端、ビクッと美桜の体が跳ね上がった。

　しかし、それに怯むことなく、藤一郎はぐちゅぐちゅと抽挿を繰り返す。

「あああぁっ……！　それ、駄目……！　駄目ぇ！」

　苦しいくらいの快感に思わず涙が溢れ出す。

「あっ！　あっ！　んんっ……んっ……ああっ……はあっ！」

　訳が分からなくなるほどの激しい交わりに、こんなのは嫌だと頭を振って訴えるも藤一郎はやめてくれない。パンッパンッと肉がぶつかり合う音がさらに羞恥心を煽る。

　ようやく膝から手を離し、敏感な部分への攻めからは解放された。

「はあ……はあ……はあ……」

　体内に熱いものが入れられたまま、藤一郎に抱き締められる。それはとても幸福に感じられた。二人は荒い呼吸を繰り返しながらも、まだ足りないと舌を絡ませ合う。

「藤一郎さん……大好きです」

「俺もだ……。人をこんなにも愛しいと思ったことはない……。だから、お前が辛そうな顔をしても止められなかった。無理をさせてすまないな」

　美桜はふるふると顔を振る。

「好きな人に求められるのは、すごく嬉しいです……」

「お前は怖いもの知らずだな……。そんなことを言ったらどうなるのか考えて言っているのか、それも……」

　藤一郎の言葉は美桜から与えられた口付けによって封じられた。

「さあ、どっちでしょう」

「ふっ……。いいだろう、その挑発に乗ってやる」

「あっ！」

　美桜の中で、藤一郎の肉棒が一回り大きくなった気がした。

「あの……なんで大きくなって……」

「言っただろう。挑発に乗ってやると……」

　にやりと笑って少し上半身を起こすと、ぐるりと円を描くように腰を揺らした。

　そして、体を倒すと深い抽挿を繰り返す。藤一郎が動く度に肉棒の根元部分が陰核を擦り、じんっと痺れて反射的に美桜の腰が跳ねる。

「やっ……ん！」

「お前は本当に感じやすい……。俺と繋がっている部分がお前の体液でぬるぬるとぬめってすごいことになっているな」

「い、言わないでください！　そんなこと……。恥ずかしいです……」

「ここには俺とお前だけだ……。恥ずかしがる必要がどこにある？」

「と、藤一郎さんに……んっ……見られて、恥ずかしいんです……ああんっ」

　膨らんで一回り大きくなったそれで、美桜の蜜壺を激しくかき混ぜる。空気が混じって体液は泡立ち、二人の腿を濡らしていく。

　中から掻き出さんばかりに、媚壁にカリを擦りつけて強く引き抜いては差し込むという動きを繰り返す。

　雄々しい肉棒で最奥を穿たれ、美桜の声はあられもない声へと変わっていった。

「あああああぁ――――！　やああっ、あっ……あっ！　やあっんんんっ！」

　どこで息を吸っていいのか分からないほど激しく揺さぶられて、訳が分からなくなってくる。藤一郎の方を見ると、感じているのか時折目を伏せながら声が漏れ出ている。

「っ……は……んっ……んっ……はっ！」

　きゅうきゅうと収縮する蜜壺の刺激に耐えながら、藤一郎も快感をむさぼった。

　体中の血が沸騰しているかのように熱く、息が上がる。

　もう自分の意思で腰を動かしているのかどうかさえも分からなくなってくる。

　美桜の目には涙が溢れ、開かれた唇の端からは唾液がこぼれてしまっている。本来なら、初めての体験となる彼女を気遣い、手加減するべきなのだろうが、美桜の挑発でそれは綺麗に吹き飛んでしまった。

　ただひたすらに、好きな相手と繋がりたい……自分が与える刺激がどう相手を変えてしまうのか見てみたいと思った。

　相手よりも自分の欲求を優先しているように思えたが、今更である。ここでやめようなどとは到底思えなかった。

　ずっと欲していたものが腕の中に飛び込んできたというのに、手放す男がどこにいるだろう。たとえ相手の自由を奪ってでも閉じ込めて、二度と離したくないと思ってしまう。

　美桜の中から掻き出された蜜が布団をぐしょぐしょに濡らしていたが、二人はそれに気づきもしない。

　結合部分からは変わらず卑猥な音が漏れてくる。少しペースを落としてずぶっずぶっと中の柔襞をゆっくりと擦っていたかと思うと、半分ほど抜いて、浅い部分を小刻みに刺激した。

「ああっ……あ、浅いのやっ……！　あっあっあっあっ！　奥に……くだ……さい……あんっ！　あっ……はあああああっ！」

　美桜の言葉に応えるように、一気に奥まで突き入れる。

　求めていた熱い肉棒が、ぐいっと押し込む感覚がたまらない。

「んんっ……気持ち……いいっ……いいっです……」

「きついな……っ……お前の中はとても熱くて気持ちがいい……」

　抽挿によって揺さぶられ、揺れ動く白い乳房を掴み、やんわりと揉みしだく。頂きを指の腹で擦ってやると媚壁が喜び、肉棒を締め付けてくる。

　両方を責められた美桜は、ただただ声を上げ続け、いいように揺さぶられていた。

「そろそろっ……イッてもいいか……？」

「は……い……っ……私も、イキそう……あっあっあんっ！」

　にちゃにちゃとこね回されたそこは蜜が泡立ち、ぬるぬるとよく滑る。もうどんなに激しくされても媚壁を傷付けることはないだろう。

　美桜の両膝を持ち上げると、猛りきったそれをずぶりと奥まで押し込む。

「あああああっ――――――――！」

　弱いところを一気に擦られ、美桜が悲鳴に近い声を上げた。

　そのまま上半身を倒して、二人の胸が擦れ合うほど密着させると、美桜の唇を己の唇で塞いだ。

「んうっ！　んっ！　んんっ！　んぅ！」

　くぐもった嬌声を上げながら、縋りつくように藤一郎の首に腕を回す。離れないようしっかりと抱き合ったところで、激しい抽挿が再開された。

　ガツン、ガツンと腰骨に響くような強い抽挿だった。結合部分の蜜は激しくぶつかり合う肉の振動により周囲に飛び散っていた。

「ああっ！　はあっ……んっ……はあっ……あうっ……ああっ、ああっ！」

「くっ……っ……はっ……はっ……はっ……んんっ……ふっ」

　腰を打ち付けられ、その振動は子宮にまで響いているのではないかと思うほど激しいものだった。

　早まる抽挿に嬌声を上げるタイミングも小刻みになってくる。

「あっあっあっあっあっ！　もう……イッちゃ……イッちゃう！」

「美桜……っ……一緒に……ふっ……んんんっ！」

「あああああっ――――！」

　ぐいっと一際強く肉棒が押し付けられたと思うと、藤一郎がぶるっと体を震わせて声を漏らした。

　美桜も快感の波に飲まれて、痙攣しながらぎゅうっと埋め込まれた男根を締め付けた。

「っ…………はあ……はあ……はあ……」

　装着したゴムの中に精を吐き出すと、疲労が一気に襲ってきて美桜の上に覆いかぶさるように倒れ込んだ。

　肌に直接伝わって来る藤一郎の鼓動はとても早かった。おそらく自分の鼓動も彼に伝わってしまっているのではないかと思うと少し恥ずかしかったが、この場合はお互い様だ。

　耳元で響く藤一郎の荒い息遣いが心地いい。虚脱感に襲われながらも、藤一郎の方に目を向けると、あの触りたくなるようなサラサラの黒髪が、汗を含んで艶めいている。

　全身汗だくで少し気持ち悪かったが、藤一郎の体温と重みをもう少し感じていたかった。

　急速に眠気が襲ってきたのもあり、美桜はゆっくりと目を閉じた。

















第四章　本能のままに












「はい、はい……。では、その頃にまたお電話させていただきますので、よろしくお願い致します。失礼致します…………ふう……」

　藤一郎との初めての夜を過ごしてから一週間――――。

　美桜はいつも通り、犬飼藤一郎のマネージャーとして働いていた。

　あの後、睡魔に勝てずに眠ってしまい、差し込む朝日で目を覚ました。時刻は午前六時を過ぎていて、心臓が止まるかと思うくらい焦った。

　もし、藤一郎と裸で寝ているところを節子にでも見られたら事件である。慌てふためく美桜とは対照的だったのが藤一郎だ。

「そんなに慌てる必要はないだろう。もし節子さんに知られても事の顛末を話せばいい」

　自分との関係を公にしても構わないという藤一郎の姿勢はとても嬉しい。嬉しいけれど、美桜には美桜の都合がある。

　節子に知られれば、いずれ桐吾や和美にも伝わってしまうかもしれない。『言わないでほしい』と頼めば、節子ならば黙っていてくれるだろう。

　けれど、交際期間もすっ飛ばして体の関係を持ってしまったため、いかにも情事の後という光景を見られてしまうのは具合が悪い。

　まずは、藤一郎と付き合うことになったと報告してから……というのが、美桜の中では決して譲れない部分であった。

　呑気に胡坐をかいている藤一郎の腕を引っ張り上げて立たせると、着物を羽織らせ、ぐいぐいと背中を押して自室に戻らせた。

　そして、自分はシーツを洗濯機に放り込み、お急ぎモードで作動させた。その間に自分はシャワーを浴びて髪を乾かす。

　たまに下腹部のあたりがチクリと痛んだが、我慢できないほどではなかった。

　乾燥機で乾かしたシーツで敷布団を包むと、敷きっぱなしになっていた布団一式を畳んで押し入れへと放り込んだ。

　節子が来る頃には、何事もなかったかのように綺麗に片付けた自分を褒めてあげたかったくらいだ。

　それから急に忙しくなってしまい、節子や他の者たちに二人の関係を報告しそびれていた。互いの想いを知って安心できたのもあり、しばらくは二人の関係を伏せ、頃合いを見て報告しようということになった。

　この日、新刊の装丁の打合せに桐吾と和美が犬飼の家にやって来た。

　以前、デザイン会社で仕事をしていたことから、美桜にも見てほしいと同席を勧められた。

　自分はマネージャーだからと最初は断ったが、客観的に見られる第三者の意見が欲しいと説得され、「あくまで一意見としてなら」と同席することになった。

　デザイン会社にいたと言っても、広告関係の仕事が多く、本の装丁とはだいぶジャンルが違う気もしたのだが、感じたままに意見を述べることにした。

　自分の部屋に戻ってメールをチェックすると、十通近くメールが届いていたことに眩暈を覚えた。

（ほとんどがスケジュールについての相談か……。これがあの年末進行というやつなのね）

　ただでさえ忙しい売れっ子作家だ。いくつもの仕事を掛け持っているが故に、年末進行となれば想像を絶する忙しさだった。

　これには、藤一郎もさすがに疲れた様子を見せていたが、黙々と仕事をこなしていく。

（ああ……もうっ、仕事に燃える男の人ってなんでこんなにカッコイイの！　……って、いけない。私もちゃんと仕事しなくちゃ！）

　はれて恋人同士になったとはいえ、まだ秘密の関係である。

　それに、藤一郎は公私混同を嫌う。恋人だからといって甘えたり、いい加減なことをしていては呆れられてしまう。

　美桜は気持ちを切り替えて、仕事に没頭した。






◆◇◆






　十二月の中旬を過ぎると、ある程度仕事も落ち着いてきた。

　美桜も仕事に追われ、余計なことを考える暇がなかったといえばなかったのだが、ふとあることを思い出した。

　初めて藤一郎と過ごしたあの夜に現れた狼の話――――。

　一度だけ一体あれは何だったのか聞いたことがあったが、〆切に追われていた藤一郎は「あとで話す」としか答えてはくれなかった。

　仕事も落ち着いてきた今なら、答えてもらえるのではと思い、今晩話を切り出そうと決めていた。

　節子にも藤一郎との関係を伏せていたため、節子が帰る十九時以降が二人の時間となった。

　一緒に過ごせる時間は限られていたが、限られているからこそ二人の時間が大切に感じられる。なんの制約もなくいつでも一緒にいられる関係だったとしても、それはそれで幸せなのかもしれないが、『人目を忍んで夜に逢おう瀬せを重ねる』というのは、平安時代の恋人同士の様でその環境を逆に楽しんでいた。

　夜空に満月が輝いていたこの日、節子が帰ったのを確認してからいつものように藤一郎の寝室へと向かった。

　襖を開けると、仕事を終わらせた藤一郎が待っていてくれた。

　窓の近くにたたずむ藤一郎の隣に座ると、ずっと疑問に思っていたあの時の狼について聞いてみることにした。

「藤一郎さん、お聞きしたいことがあるんですけど……」

「なんだ？」

「だいぶ前の話になっちゃいますが、私が男の幽霊に襲われた時、助けてくれたあの狼について教えてくれませんか？」

　少し驚いた様子で視線を外し、窓から見える満月を見上げた。

　何かを考えるようにしばし目を伏せた後、ようやく口を開いた。

「知りたいのか？」

「はい！」

　美桜の返事には強い意思が感じられた。きっと、話すまでは何度でも聞きにくるに違いないと思った藤一郎は、ふぅとため息をついた。

「……わかった。いずれ話さなければいけないとは思っていたしな」

　ついに明かされる疑問に、美桜の目が輝いた。

「今から話すことは他言無用。約束できるか？」

「はい……」

　『他言無用』と言われると、もしや聞いてはいけないことを聞いてしまったのではと思う。緊張で喉が渇く。

　ゴクリと唾を飲み込む美桜をじっと見据えながら、藤一郎は低めの声で話し始めた。

「この世には肉体を持つ者と肉体を失ってもなお執着を捨てられず、彷徨っている者たちがいる。それが『霊』だというのは理解できるな？」

「はい……」

　美桜に襲い掛かってきたあの金髪の幽霊がまさにそれだった。今でもあの出来事は、思い出すだけでとても嫌な気持ちになる。

「大多数の者は霊を認識できないために、霊たちも人に影響を及ぼすことはできない。だが、稀にお前のような者もいて、そういった者に対して仇あだなす霊は『悪霊』と言われる。お前を襲ったヤツもその類たぐいだ」

「それ、知り合いのお坊さんも言ってました。だから、御札を作ってくれたんです。夜寝る時はいつも傍に置いてたんですけど、あの時はうちに忘れてきちゃって……」

「なるほど……。それで易々と襲われていたわけか」

「す、好きで襲われてたわけじゃないです！　あの人……マネージャーになる前にも襲ってきて……。その時は御札を見せたら消えちゃったので、さすがにもう来ないだろうなって思ってたんですけど……」

「……甘いな。あいつらの執着は生半可なものじゃない。その程度で諦めるわけがないだろ」

「え……。じゃあ、あいつがまた来たら……」

「心配ない。蒼炎に食われたあいつはもう二度と現われることはない」

「そう……なんですか？」

「ああ……」

「蒼炎って……あの狼のことですよね？」

「蒼炎は狼でなく、『狗いぬ神がみ』という高位の霊体だ。もう八百年も生きている」

「八百年も生きるなんて……すごい長生きなんですね。それにしても、どうしてあの狗神は藤一郎さんの言うことを聞いてくれるんですか？」

「うちは代々、狗神を使役する家系なんだ。狗神を使って悪霊を退治する『祓い屋』を生業にしてきた。……今は俺が当主だから、蒼炎は俺に従ってくれているんだ」

　狗神という稀有な存在を使役できるとなれば、特別であることに誇りを抱く者が多いはずである。なのに、藤一郎の表情は曇っていた。

　『くれている』という言葉が表す通り、藤一郎の中では狗神に対して後ろめたい気持ちがあって決して誇れるものではなかった。

「お前もあの時見ただろう？　蒼炎は俺の指示に従って動く。人に危害を加える悪霊を食べるのが狗神で、食われた悪霊は狗神の糧となり、消滅する」

「それってつまり、本当に死んでしまったってことなんですか？」

「ああ……。狗神に食われたものは、輪りん廻ね転てん生しょうも叶わない」

　転生というものを信じていたわけではないが、狗神に食われると本当の死が訪れるのだと聞かされて、美桜の背中にゾクッと悪寒が走った。

「心配しなくていい……。あいつは悪霊しか食べない。肉体を持つ人には、基本的に危害を加えることはない」

「基本的には……ですか？」

「犬飼家はこの蒼炎を代々引き継いできているわけだが、狗神とは血の契約で繋がっているから狗神は犬飼の人間には絶対服従する。だが、それをいいことに狗神に人を食わせた人間もいてな。本来、霊体を糧としている狗神が肉を食らえばどうなると思う？」

「え……吐いちゃう、とか？」

「それはもう酷い苦しみようだったと伝えられている。だから、うちのしきたりの中には『狗神に生身の人間を襲わせるのはご法度』というのがある」

「犬飼家の人たちは、狗神を大事にしてるんですね」

「そうでもない。……美桜、狗神がどうやって作られるか知っているか？」

「いえ…………あっ……」

　美桜は学生の頃に読んだ日本の神や妖怪について書かれた本を思い出した。

　狗神は平安時代から民間呪術の一つとして行われ、犬を頭部のみを出して生き埋めにして、目の前に食べ物を置く。餓死寸前のところで切り落とした首を焼き、残った骨を器に入れて祀ることで死んだ犬の霊体を狗神として使役できるようになる。

　あまりに残酷な呪術のため、蠱こ毒どくなどと共に使用を禁止された呪術である。

　藤一郎が手をかざすと、どこに隠れていたのか蒼炎が姿を現わした。

　虎のような巨体に一瞬驚くが、蒼炎は藤一郎に甘えるように体を擦り付けている。

「こいつは人間の都合で生み出された。そして、今も犬飼の血で縛られている」

　蒼炎の首の辺りを撫でてやる。

（藤一郎さんは蒼炎が大好きで……。大好きだからこそ、辛いんだ……）

　事情も知らずに辛い話をさせてしまい、いたたまれなくなってしまった。

「お前がそんな顔をする必要はない……」

「でも……」

「と、蒼炎が言っている」

「え……？　藤一郎さん、言葉が分かるんですか？」

「分かると言うか、伝わってくる」

　言葉は分からなくても気持ちは伝わって来る……ということらしい。

「最初からそうだったわけじゃないが、父親からあいつを引き継いでから分かるようになった」

「……！　ちょっと待ってください。じゃあ、藤一郎さんは作家と狗神使いのお仕事、両方やってるってことですか!?」

　ただでさえ、多忙な毎日を送っているというのに二足のわらじを履いているとは初耳だ。下手をすれば過労で倒れかねない。

「狗神使いの仕事は滅多にないから問題ない。ここ数日は、珍しく依頼があってさすがに疲れてはいるがな」

「もう、それならそうと言ってくださいよ。スケジュール調整したのに……」

「……すまん」

「あの、一つお聞きしていいですか？」

「なんだ？」

「藤一郎さんのご家族って……」

「母親は俺を生んですぐに他界した。父親は蒼炎との折り合いが悪くてな。子供の頃から手伝わされていたが、俺が二十五の時にこいつが俺に移ったのをいいことに、海外の別荘で隠居してたはずなんだが、最近会社を興したらしい。誰がいつ当主を継ぐかは、蒼炎次第だ」

（お父さん…………。なんという人生ハードモード……。私以上に大変な経験をしている方がここにいました！）

　サラッと告白されると聞いているこちらの方が逆に恐縮してしまうような内容である。

　確かにこれは『他言無用』な話だ。たとえ、どこかで話したとしても頭がおかしくなったと思われるだけだろう。

「蒼炎って男の子ですか？　女の子ですか？」

「子……。雄だが？」

「やっぱり！　だって助けてくれた時、すごく怖かったんですけど、どこか神々しいというかカッコイイなあって思ったんですよね」

　それを聞いて機嫌を良くしたのか、蒼炎が美桜の傍に寄ってくる。

「えっと……」

（犬と仲良くなる方法って確かこう……？）

　美桜は手の甲を蒼炎の鼻先に持っていき、臭いを嗅がせた。その手にスリッと蒼炎が体を擦りつけた。

「わっ、今の見ました!?　蒼炎がスリッて……というか、私触っていいんでしょうか？」

　興奮気味に嬉しそうにはしゃぐ美桜に対し、藤一郎はやや呆れ気味の表情を浮かべている。

「…………お前……」

「はい…？」

「違う……。今のは蒼炎のことだ」

「蒼……あの、蒼炎のこと『蒼ちゃん』って呼んでもいいですか？」

「は？」

　美桜の突然の提案に、虚をつかれた藤一郎は間の抜けた声を発してしまう。

「だって、そっちの方が親しみが持てるかなって……。駄目でしょうか？」

「…………」

　明らかに戸惑った様子を見せる藤一郎を横目に、蒼炎が美桜の手に再び体を擦りつける。

「あっ、また！　ふふふっ……いい子、いい子。藤一郎さん、これって『いいよ』って意味ですよね？」

「お前ら……。もう、勝手にしろ」

「やった！　これからよろしくね、蒼ちゃん！」

　嬉しそうな一人と一匹を見ていると、藤一郎の気持ちも晴れやかになった。

　ドクンッ

「っ!?」

　急に口元を押さえたかと思うと、藤一郎は前のめりになって何かに耐えるように体を震わせる。

　そんな藤一郎の異常に美桜もすぐに気が付いた。

「どうしたんですか!?　どこか具合が悪いですか？」

「……っ……はっ……はっ……なんでも、ない……。少し、離れていてくれ」

「できません！　こんなに苦しそうなのに、なんでもないわけないじゃないですか」

「今は、まずい……っ！」

　呼吸は荒く、頬も上気して汗も吹き出し始めている。

「少しだけ、我慢していてください。救急車を……」

　電話を掛けようとポケットからスマホを取り出したその時、藤一郎が美桜の手を掴んだ。

「医者に診せても意味がない……。だから、呼ばなくていい」

「でもっ！」

　素人目で見ても、とても放っておける状態ではないことくらいわかる。

　作家業の他にも狗神使いとしての仕事もこなしていたとなれば、体の疲労は相当なものだろう。風邪なら、少しずつ症状が出ていたはずだ。

　先程まで普段と変わらず、笑顔まで見せていた。それなのに、急激に体調が悪化するなんて医者に診せた方がいいに決まっている。もしかしたら命に関わる病かもしれない。

（すごい汗……。熱もあるみたいだし、どうしたら……）

　藤一郎は手を掴んだままだ。何ができるわけではないが、美桜は藤一郎の体をぎゅっと抱き締めた。

　すると、ビクンッと体を震わせたかと思うと、藤一郎の口から嬌声が漏れた。

「んんっ！　はっ……あっ！」

「藤一郎、さん……？」

「はあっ……はあっ……はあっ……。離れろと、言ったのに……。蒼炎……」

　名前を呼ばれた蒼炎は、その場からすぅっと消えていった。

「狗神、使いは……この力には問題がある……。狗神を使役、できる代わりに……狗神の影響を受けることが……ある」

「狗神の影響……って？」

「はっ……はっ……狗神は、元々は犬で……犬には発情期がある。普通の犬であれば、雄の発情期は決まっていない。なのに……っ……狗神は……月の満ち欠けで……んんっ！」

「じゃあ、これは……」

「発情期……ということに、なるな……」

「でも、蒼ちゃんはなんとも……」

「八百年も生きていれば……な。それこそ、悟りでも開いてるんじゃ……ないのか？」

　皮肉交じりに無理やり笑って見せる。

「ほら、もう行け……。今夜一日我慢すれば……落ち着くから……」

「だったら、私も一緒にいます。藤一郎さんが苦しんでるのに、放っていけませんから」

　たとえ、部屋から押し出されたとしても意地でも傍にいると決めていた。

「私はあなたの恋人で、あなたは私の恋人なんです。辛い時、苦しい時……互いに支え合って乗り越えて行くものでしょう？」

　発情した状態では、自分を傷付けてしまうかもしれない……。それを危惧して、遠ざけようとした彼の優しさが嬉しくて堪らない。

　乱暴にされることも覚悟で、一緒にいたいと思った。

「どうなっても……知らないからな……」

「一応覚悟はしてるつもりですけど……。藤一郎さんのこと、信用してますから」

　上目使いでいたずらっ子のような笑顔を作る。いつかのように挑発的な態度を取られた藤一郎は苦笑いを浮かべるしかない。

「プレッシャーをかけるなんて、酷いな……。まったく、肝が据わった女は恐ろしい」

「ふふっ」

「すまない、美桜……。ありがとう……」

　美桜の頬に手を添え、唇を重ねる。唇の柔らかさを堪能する暇もなく、すぐに舌を差し入れて口内を蹂躙する。

「んっ……んうっ……んんっ……んっ……はっ……あ……」

　いつもより熱い舌が歯列を辿り、頬の内側や上顎を舌先で舐めては時折美桜の舌を強く吸う。上下左右に絡め合った舌は唇を濡らし、口の端から透明な液体が漏れ出していた。

　首筋に噛み付くように唇を這わせ、ちゅっちゅっとわざと音を立てながらキスの雨を降らせる。

　耳朶を口に含んで舌で弄びながら、腰の辺りから手を差し入れて背中を撫でながらブラのホックを外す。服をまくり上げて腕を抜き、ブラごと一気に脱がせに掛かる。

「ちょっ……そんなに焦らなくても……」

「悪い……。余裕がないんだ」

「きゃ……」

　肩をぐっと押さえて、すでに敷いてあった布団の上へと押し倒す。

　柔らかな双丘を手で揉みながら、その頂きをつまんではこねる。早急な愛撫に戸惑ったものの、必死に求められるというのも悪くない。

　乳首を舌で転がしながら、自分の浴衣の帯を解く。美桜は緩んだ浴衣の襟から手を差し入れて浴衣を脱がし、藤一郎の逞しい肩を露わにする。

「随分、積極的だな……」

「だって、触りたくなっちゃいますよ。今日の藤一郎さん……すごく敏感だから」

「面白い……。なら、好きに触っていいぞ？」

「じゃあ……そこに座ってもらっていいですか？」

　美桜に言われるまま、布団の上に胡坐をかく。上半身だけ裸になっていることもお構いなしに、下着一枚になった藤一郎の肩や胸に舌を這わせていく。

「んっ！　っ…………んっ……」

　乳首を舌でこねるように舐めていくと、その感触が舌を刺激して気持ちがいい。

　今度は胸から下腹部へと移動して、下着の中で硬さを増していたそれを取り出す。

「舐めても……いいですか？」

「無理しなくていいからな……」

「ふふっ……無理なんてしてませんよ」

　最初は手で優しく握って上下に動かしてみる。早くも鈴口から滲み出しているものを舌で舐め取ってみる。

「んっ……」

　初めて舐めたその液体の苦さに反射的に顔を歪めてしまったが、何度か舐めているうちにその苦味にも慣れてくる。

　亀頭を撫でるように舌で舐めていく。刺激するたびにピクンッと反応するのが楽しくなってくる。歯を立てないように細心の注意を払いながら口に含み、手と一緒に上下に動かすと、くぐもった声が段々大きくなっていった。

（もっと感じさせたい……）

　と、思っていたところで肩を掴まれ、動きを制止させられる。

「これ以上されたら、先にイッってしまう……」

「イッてもいいですよ？　藤一郎さんのイッた時の顔、見たいです」

「ふっ、いつかな……」

「えええ……」

「そんなことよりも……っ！」

　どうやったのか分からないが、ころんっと布団の上に転がされてしまった。

　すかさず、スカートとストッキングが脱がされる。続けて下着も引き下ろされた時、藤一郎が満足そうな声を上げた。

「な、何？　なんですか？」

「俺のを舐めながら、興奮してたのか？　こんなに濡らして、やらしいな」

　藤一郎の言葉に頬が火照った。

「意地悪っ……」

「事実を述べたまでなんだがな？」

　露わになった花唇を早速指で擦って愛液を促す。

　陰核を指の腹でこねながら、花唇を擦っていた方の指を蜜壺に一気に二本差し入れた。

「ああっ！」

　密着していた肉壁を引き剥がしていくように、始めはゆっくりと、そして徐々に素早く指を抜き差しすると、指に絡まりながら透明な愛液が溢れてくる。

「あっ……あ……んっ……うっ……はっ……んんっ！」

　もっと擦ってほしくて、無意識のうちに脚を開いてぐちゅぐちゅと音を立てるそこを藤一郎の前に晒した。

「少し早いが、いいか？」

「はい……」

　陰茎を花唇に何度か擦り付けてから、グッと奥へと押し込んだ。

「んっ……んんん――――っ」

　あまり慣らされていなかった肉壁は、硬く張りつめたそれを素直には受け入れなかった。

めりめりめりっという音が聞こえてきそうなほどの抵抗――――。

　狭い媚壁は肉棒をきつく締めあげた。
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「っ！　ふっ……う…………美桜……。大丈夫か……？」

「は、はい……。なんとか……」

「……すまない。少し焦り過ぎた」

「謝らないでください。私も、藤一郎さんと同じ気持ちでしたから……」

「ふっ……。あんまり可愛いことを言うなよ。これでも発情という本能に負けまいと必死に抗っているんだ」

　藤一郎は美桜の体が慣れるまで、動かずに待っていた。

　しばらくして、媚壁から力が抜けるのを待って、ゆっくりと抽挿を始めた。

　いつもより敏感になっているせいか、気を抜くとすぐに達しそうになる。余計なことを考えないように愛しい恋人との交わりに意識を集中する。

「あ……はあ……あぁ……はあっ……藤一郎さん！」

「はっ……はっ……美桜……はっ……はっ！」

　激しく突き上げたい気持ちを押さえながら、リズミカルに腰を動かした。

　結合部分も十分に解れたところで、藤一郎は一つの提案をしてきた。

「せっかくの発情期だ。今日は獣の真似でもしてみるか？」

　美桜は言われるままに、四つん這いになって尻を突き上げた。

　藤一郎は乾いた唇をひと舐めすると、胸よりも大きな双丘に手を掛けた。手で掴んで肉を押し開くと、普段は決して人の目に晒されることのない襞が空気に晒された。

「やっ！　そんなとこ、見ないでください！」

「ここを見られるのは、そんなに嫌か？」

　こくこくと頭を振って、見ないでほしいと嘆願する。

「仕方がないな……。もっと尻を上げろ……そう…………じゅるっ……じゅっ」

「はあっ……んん――――っ」

　襞の奥にある花唇を捲り、中から溢れ出す蜜を強く吸われた。

「はっ……んんっ……んっ……はっ……んっ」

　仰向けの時とは違う角度から舐められたり吸われたりしているうちに、頭がぼーとしてされるがままになっていた。

　白い双丘をやんわりと揉みながら、反り返った陰茎をその谷間に擦りける。鈴口から溢れたものと、蜜壺から溢れたものとでぬるぬるとよく滑った。

　しかし、そこにありながらいつまで経っても入れてもらえないのは、じれったくて仕方がない。

「こら、腰を揺らしてねだるなんて……はしたないな」

「だって……」

　大きく張りつめたそれから与えられる快感を知ってしまってからは、我慢が効かなくなっていた。

　またすぐにでも藤一郎と繋がりたい……気持ちよくなりたいという思いが、恥じらいさえも捨てさせていた。

「入れるぞ？」

「……お願い、早く入れて……」

　秘処にあてがわれた亀頭に、自ら揺れ動いて擦りつける。その光景に興奮が高まった藤一郎は一気に陰茎を根元まで突き入れる。

「はあああっ！」

　慣らす時間がいつもより短かったせいか、そこはまだ狭かった。柔らかくなりきらずにいたそこを強引に突き拡げ、内壁をカリで引っ掻くように一気に引き抜く。

「あっ……やあ……ゆっくり……っ……動いてぇ……」

「今更……何を……っ……煽ったのはそっちだろう？　入れたばかりでもう泣き言とは……なっ……」

「あんっ……ああっ……んんっ……はあああっ」

　パンッパンッと勢いよく打ち付けらえる衝撃が伝わり、吊り下げられた柔らかな胸がたぷたぷとリズミカルに揺れ動いた。

　美桜の背骨を指で辿り、双丘の間に隠れている襞を指で撫で回す。

　思わぬところを撫で回され、思わず腰が引けてしまう。逃げるのは許さないとばかりに、腰を掴んで引き戻される。

「美桜のここ……は……っ……今日はよく締まるな。獣の体勢で後ろから突かれるのが、そんなに興奮するのか」

「ちがっ！　あっ……あっ……あんっ……あっ……はあ、あっ」

　確かに、獣のような恰好で睦み合うのは初めての経験だ。正常位で繋がるのとは違う場所に亀頭やカリが擦れるので、どこを攻められるのか分からない。

　それだけに、神経を集中してしまい、余計快感が強くなるのかもしれない。

「はっ！　はあっ……はあっ……はあっ」

　狗神の影響を受け、発情している藤一郎は一心不乱に腰を打ち付けている。

　美桜を逃がさないように、がっしりと腰を掴み、自分の腰に引き寄せては打ち付ける。

　強く打ち付けられたことで、最奥に先が届くことになり、突かれる度にビリッと痛みのような痺れのようななんとも複雑な感覚が下腹部に広がる。

「あっあっあっあっあっあっあっ！」

　腰を突き入れる動きは益々早くなり、美桜の嬌声も小刻みに発せられた。

　腕に力が入らなくなってガクリと前のめりになる。

「っと……！　悪い、大丈夫か？」

「はあ……はあ……はあ……大……丈夫……」

「このまま腕は立てなくていいから、腰だけ上げていろ」

「はい……」

　肘をついたまま、腰だけ持ち上げてゆらゆらと腰を揺らす。

　蜜壺にゆっくりと陰茎を抽挿しながら、背中から抱きつくような体勢を取る。

　片方の腕で自分の体重を支えながら、もう片方の手でたぷたぷと揺れる柔らかな胸を揉みしだく。乳首の先端を擦って媚肉を収縮させては、狭くなったそこを陰茎で貫くという動きを何度も繰り返した。

　肉と肉がぶつかり合うその場所は、蜜壺から溢れた液体でぐちょぐちょに濡れそぼっていた。

「はっ！　はっ！　はっ！　はっ！」

　藤一郎の息はさらに荒くなり、まるで獣のような激しい息遣いだった。息つく暇さえ与えない激しい抽挿に美桜は嬌声を上げ続けた。

「ああっ！　はあっ……ああんっ、はあっ、あっ、あっ……ああああっ！」

　媚肉がぎゅうっと収縮して藤一郎の陰茎を締め上げる。

　達しそうになった藤一郎は、すぐに引き抜いて二・三回手で擦って果てた。

「はっ……あ………………くっ…………うっ！」

　背中に掛けられた熱い白濁を感じながら、ゆっくりと瞼を閉じた。

















エピローグ












　外でさえずる雀の声に目を覚ました美桜は、まだ覚醒しきれずにいた。

　ぼーとしたまま、何度か瞼と閉じたり開いたりしている。

「おはよう……」

　低めの極上ボイスで、藤一郎が声を掛けた。

　これまで見たことがないような、優しい笑顔にトクンッと胸が高鳴った。

　こんな笑顔で起こされては、さすがに目を覚まさざるを得ない。

「…………。おはよう、ございます……。あれ……なんで藤一郎さんがここに？」

「なんでも何も、ここは俺の寝室だ。昨日の夜のことを覚えてないのか？」

　言われてみれば、昨日はこの寝室で発情した藤一郎と激しく抱き合ったのを思い出した。

「――――――――っ！」

　恥ずかしさのあまり、布団を頭から被ってしまう。

（今更かもしれないけど、私ったらなんてことを――――――――っ）

　以前、藤一郎は自分といると調子が狂うと言っていたが、それは自分も同じだった。

　今までの自分なら、最中にあんなことやこんなことは恥ずかしくてできなかっただろう。

　自分も発情期の影響を受けたのではないかと思うくらい信じられなかった。

　意外性はスパイスになるが、藤一郎は意外なものが多過ぎる。その筆頭が……

「リアリストのくせに霊が見えて、狗神とまでお友達だなんてズルいです」

「…………。なんだ、それは……」

「失礼致します。おはようございます、藤一郎坊っちゃん」

「!?」

（い、今の声って節子さんだよね!?　ここに私がいるのがバレたら……）

「おはよう、節子さん」

「朝食の準備が整いましたので、どうぞお越しくださいませ」

「分かった」

　藤一郎の返事を聞くと、襖の向こうにいた節子の足音がゆっくりと遠退いていった。

「はあ…………緊張したぁ」

「……行くぞ」

「え、でも私……」

「玄関に靴を置きっぱなしにしているだろう？　お前がこの家いるのはバレていると思うぞ」

「ああっ、そうでした！」

　藤一郎に指摘されるまで、根本的な部分に気付けなかった。

　着替えた二人は揃って居間へと向かうと、座卓には美味しそうな朝食が並べられている。しかし、その食事の中になんとも言えない違和感を感じた。

　犬飼家の朝食は和食と決まっているのだが、なぜか茶碗に赤飯が盛られていた。

（こ、これは……）

「ああ、これですか？　藤一郎坊っちゃんにもやっと恋人ができたのが嬉しくなっちゃいましてねぇ」

「えっ……それはどういう……」

「昔から藤一郎坊っちゃんは女性たちによくモテましたけれども……」

「!?　節子さん、待ってくれ！」

「坊ちゃんはどなたにも本気になられていない様子でございました」

「へえ……。そうなんですかぁ。よくおモテに……」

　美桜はくる～りと藤一郎の方に顔の向きを変えるが、藤一郎は目を合わせまいと顔を逸らせた。

「狗神様は、当主の心の鏡ですからねぇ。相手の方に本気かそうでないかはすぐに分かりますよ」

「……節子さん。もしかして、節子さんも狗神が見えるんですか？」

「ええ、見えますとも。私、子供の頃から少し変わったものが見えましてね。ああ、ほら……。狗神様があなたの傍に立って、尻尾をふっさふっさと振っていらっしゃいます」

「!?」

　節子の言う通り、いつの間に出現したのか、狗神が美桜の傍で行儀よく座っている。

「こんなにご機嫌な狗神様は初めて見ます。あなた、藤一郎坊っちゃんからも狗神様からも好かれているのね」

「いえ……そんな……」

「うふふふっ、初恋が実ってよろしゅうございました。御赤飯はお祝いの気持ちでございます。さあ、どうぞ召し上がれ」

「ありがとうございます。いただきます！」

　二十八歳にして美桜が初恋の相手だったことをバラされた藤一郎は、朝食の間ずっと目を合わせなかった。
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